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NEC Express 5800シリ-ズ 
Express 5800 /120Lj 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


「各部の名称と機能」 （86 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

「設置と接続」 （97 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


「基本的な操作」 （102 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および CD - ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 


「オプションの取り付け」（114ページ） 

本装置にオプションを取り付けるときにご覧ください。 

「ケーブル接続」 （196 ページ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケープルの接続 
については「設置と接続」をご覧ください。 

「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（202 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

「リセットとクリア」（231ページ） 

リセットする方法と内部メモリ ( CMOS メモリ）のクリア方法について説明しま 
す。 


「 RAID システムのコンフィグレーション」 （236 ページ） 

本装置内蔵のハードディスウドライプを RAID システムとして運用するための 
方法について説明します。 
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86 各部の名称と機能 


各部の名称と機能 


本装置の各部の名称を次に示します。 




DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八ードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのうち、いずれか1つでも故障するとア 
ンパー色に点灯する （—94 ページ)。 

POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にすると消灯する （—93 ページ)。またシステム 
がスリープ状態のときに点滅する。 

STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常を検出す 
るとアンパー色に点灯•点滅する （—92 ページ)。 


(1) フロントドア 

POWER スイッチ、525インチデパイス、光ディ 
スクドライプを取り扱うときや 3.5 インチデパイ 
スペイにハードディスクドライプを取り付ける 
(または取り外す）、 USB 機器を接続するときに開 
ける。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる （—102 ページ)。 

(2) キース□ット 

フロントドアをロック/解除するセキュリティ 
キーの差し口 （—102 ページ)。 

(3) スタビライザ（左右に各2個） 

転倒防止用のストッパ。 

(4) LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAN にアク 
セスしているときに点滅する （—92 ページ)。左 
側が LAN 1用で右側が LAN2 用。 

LAN ポート番号は、〇 S の種類によりアイコン表 
示と OS 上の表示が異なる場合があります。 


(5) 


( 6 ) 


⑺ 
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装置前面（フロントドアを開いた状態) 


標準でホットスワップ対応の 3.5 インチ HDD ケージを搭載しています。最大で8台のハード 
ディスクドライブ （ SAS または SATA のどちらか一方のみ。混載は不可）を実装できます 
( N 8 154- 17 3.5 インチ HDD ケージを追加した場合）。 


(5) (1) 



<2.5 インチ HDD ケージ搭載の場合> 

ホットスワップ対応の 2.5 インチ HDD ケージ ( N 8154-16) を最大で16台のハードディスクドラ 
イブ （ SAS のみ)を実装できます ( N 8154-16 を2台搭載した場合)。 


(5) (1) 
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(1) 5.25インチデバイスベイ 

オプションのパックアップテープドライブや M0 
ドライブなどを取り付ける場所卜161ページ)。 

(2) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、以下のドライ 
プが1台搭載される。 

— DVD-RAM ドライプ（標準） 

-DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

セットしたディスクのデータの読み出しを行う 
(—108 ページ)。 

(2)-1 アクセスランプ 
(2)-2 トレー 

(2)-3 強制イジェクトホール 
(2)-4 トレーイジェクトボタン 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライブ増設用スロット。標準で 
は、約 25.4mm (1 インチ）厚の 3.5 インチハード 
ディスクドライプが取り付けられる（—122ペー 
ジ)。 

PORT は下から順に PORTO 〜 PORT3 で固定に 
設定されている。八ードディスクドライプは別売 
品でプランクス□ットにはダミートレーが搭載さ 
れている （PORTO のスロットを除く）。 

オプションでN8 154- 16 2.5 インチ H D D ケージ 
を搭載した場合、約 15mm (0.6 インチ）厚の 2.5 
インチハードディスクドライプが取り付けられる 
(—129 ページ)。 

PORT は右から順に PORTO 〜 PORT7 で固定に 
設定されている。八ードディスクドライプは別売 
品でプランクス□ットにはダミートレーが搭載さ 
れている （PORTO のスロットを除く）。 


(4) カバーオープンセンサ 

フロントドアの開閉を検出するセンサ。 

(5) POWER スイッチ 

電源を〇 N/OFF するスイッチ。一度押すと 
POWER/SLEEP ランプが点灯し、〇 N の状態にな 
る。もう一度押すと電源を〇 FR こする （—103 
ページ)。 4秒以上押し続けると強制的にシャット 
ダウンする （—231 ページ)。 

(6) ランプ（前ページ参照） 

(7) RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ（—231ページ)。 

(8) DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベントログを採取する （—346 
ぺージ)〇 

(9) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る（—100ぺージ)。 

(10) 増設用 HDD ケージ搭載ベイ 

標準モデルでは、オプションの 3.5 インチ HDD 
ケージを搭載することで 3.5 インチハードデ ィス 
クドライプを最大8台まで取り付けることができ 
る 0 

オプションの 2.5 インチ HDD ケージを搭載するこ 
とで 2.5 インチハードディスクドライプを最大16 
台まで取り付けることができる。 

(11) FDD スロット 

オプションのフ□ッピーディスクドライプを搭載 
することができる。 
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装置背面 



(1) 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

(2) 八ンドル 

電源ユニットの取り付け/取り外しの際に持つ 
とっ手。 

(3) POWER ランプ（緑色/アンバー色） 

電源コードを AC インレットに接続し、 AC 電源を 
受電すると緑色に点滅し、電源を ON (DC ON) 
すると緑色に点灯する。また電源ユニットに何ら 
かの異常が発生した場合にアンパー色に点灯する 
(—95 ページ)。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—99 ページ)。 
増設電源ユニットにも AC インレットが付いてい 
る。 

(5) 増設電源ユニットスロット 

オプションの電源ユニットを取り付けるスロット 
(—137 ページ)〇 

(6) シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 

(—99 ぺージ)〇 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(7) PCI ポード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—170 ぺージ)〇 

(8) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（->99ページ)。 

(9) キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する （—99 ページ)。 


(10) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—99 ページ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(11) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （—99 ページ)。 

(12) LINK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—96 ベー 
ジ)。 

(13) LAN コネクタ 

1000巳 ase-T/ 1 00Base-TX/1 OBase-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続する 
(—99 ページ)。 

(13)-1 LAN ポート1(標準) 

(13)-2 LAN ポート2 (標準) 

(13)-3 管理用 LAN ポート (100Base-TX/10- 
BaseT) 

LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表 
示と 0S 上の表示が異なる場合があります。 

(14) Speed ランプ 

標準装備の LAN ポート1と2および管理用 LAN 
ポートの転送速度を示すランプ。 

(15) USB 1 〜2コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る （—99 ページ)。背面から見て左から順にコネ 
クタ1、コネクタ2と割り当てられている （—99 
ペー•ジ） 
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装置内部 


標準（空冷）ヒートシンクの場合 




上の図は標準の 3.5 インチモデルを示しています。 

2.5 インチ HDD ケージ搭載モデルの場合は、項番7が 2.5 インチハードディスクケージとなり、 
2.5 インチハードディスクドライブが8台搭載可能です。 


(1) 電源ユニット 

(2) CPU ダクトカバー 

(2)-1 トップカパー 

(水泠キット実装する場合は外します） 
(2)-2 水泠キット 

(取り付け方法は184ぺージ参照） 

(3) フロントファンユニット（標準装備） 

(4) 冗長ファンユニット（オプション A ) 

冗長ファンは、このオプション A (フロント用）、 
項番8のオプション巳 （PCI/HDD ケージ用）、項番 
11のオプション A (リア用）の3つがセツトにな 
ります。 


(5) 5.25インチデバイスベイ （3 スロット） 

光ディスクドライプを1台搭載しています。 
最大2台まで増設可能。 

(6) HDD ケージ用スロット 

HDD ケージ（オプション）を搭載可能。 

(7) 3.5 インチ八ードディスクケージ 

ハードディスクドライプ4台を搭載可能。 

(8) 冗長フアンユニット（オプション B ) 

(9) マザーポード 

(10) リアフアンユニット（標準装備） 

(11) 冗長フアンユニット（オプション A ) 
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(26) 


(1)(2) (3) (4) 



■(28) 


(1) フロント冷却フアンコネクタ（標準） 

(2) DIMM ソケット（上から Slot #33、#32、 
#31、#23、#22、#21、#13、#12、 
#11、#41、#42、 #43) 

2枚1組単位で増設する（この単位を 「Group」 と 
呼ぶ)。 

(3) プ□セ ッサー 1ソケット 

(4) プ □セ ッサー 2 ソケッ ト 

(5) 電源コネクタ 

(6) 電源コネクタ 

(7) 電源信号コネクタ 

(8) 冷却フアンコネクタ（オプションの冗長 
フアン使用時）/水冷ポンプコネクタ（才 
プションの水冷ヒートシンク使用時） 

(140 ページ参照） 

(9) ジャンパーピン（冗長フアン用） 

(10) リア冷却フアンコネクタ（オプション B ) 

(11) 水冷 H / S 接続コネクタ（オプション） 

(12) フロント USB コネクタ 

(13) フロントパネルインタフェースコネクタ 

(14) 旧 E コネクタ（光ディスクドライブ用） 

(15) CM 0 S クリア用ジャンパスイッチ （232 
ページ参照） 

( 1 6) パスワードクリア用ジャンノ くスイッチ 
(232 ページ参照） 

(17) SGPI 0 コネクタ 

(18) リチウム電池 


(19) SATA 2 コネクタ 

上から SATA 1、 SATA2。 

(20) ポード装着用コネクタ 

本体装置に標準で実装される RAID コント□—ラ 
(N 8103 -116 相当）がこのコネクタに装着され 
る。 

(21) PCI ポードス□ット （5 スロット、下から 
PCI #1— PCI #2-> PCI #3— PCI #4- 
PCI #5) 

PCI#1: 64-bit/133MHz 
PCI #2: 32-bit/33MHz 
PCIe #3: x8 

PCIe#4: x4( コネクタは x8 タイプのものを使用) 
PCIe #5: x8 

(22) リア冷却ファンコネクタ（標準） 

(23) シリアルポート B コネクタ 

(24) 電源コネクタ 

(25) 外部接続コネクタ （89 ページ参照） 

(26) 水冷ヒートシンク接続コネクタ 

(27) 内蔵 USB デバイス接続用 US 巳コネクタ 

(28) ブザー 

(29) ジャンパーピン（水冷ヒートシンク用） 


* ここでは本装置のアップグレードや保守（部 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げています。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが消 
灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅しているときは本装置になんらかの異常が起きた 
ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 




• ESMPRO やオフライン保守ユーテイリテイ等を使ってシステムイベント 

ログ ( SEL ) を参照することで故障の原因を確認することができます。 

參 ぃったん電源を OFR こして再起動するときに、 0 S からシャットダウン 

処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してくださぃ。 
シャットダウン処理ができなぃ場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(231 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 

い 0 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ1ビットエラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
ホされた場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンパー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどラか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライプ 
の故障を検出した。 

い0 


フロントドアもしくはサイドカパー 
が開いている。 

フロントドアもしくはサイドカパー 
を閉じてください。それでも表示が 
変わらない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、本装置を省電カモードに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイッチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003の場合に機能します。また、 OS によっては一定時間以 
上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定したり、 OS のコマン 
ドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 
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DISK ACCESS ランプ 

DISK ACCESS ランプは 3.5 インチ ハー ド ディスク ドライブペイまたは 2.5 インチ ハー ド ディ 
スクドライブペイに取り付けられている ハー ドディスウドライプの状態を示します。 

ハードディスウドライプにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 

DISK ACCESS ランプが緑色とアンパー色に交互に点滅している場合またはアンパー色に点 
滅している場合は、本体装置内蔵の RAID コント□—ラに接続されているハードディスクドラ 
イブのリビルド（再構築）が行われていることを示します。 


アクセスランプ 

光デイスウドライプのアクセスランプは、それぞれにセツトされているディスクや CD-ROM 
にアクセスしているときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

3.5 インチ八ードディスクドライブペイまた 
は 2.5 インチハードディスクドライブペイに 
搭載している DISK ランプは表示状態によっ 
て意味が異なります。 

• 緑色に点灯 

ハードディスクドライブに電源が供給 
されていることを示します。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

3.5 インチ八ードディスクドライブ 

• アンパー色に点灯 

RAID システムを構成しているときに 
取り付けているハードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 


2.5 インチハードデイスクドライプ 





RAID システムで論理ドライブ (RAID 1 、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 
6 (RAID 6 の場合は 2 台まで） ） を構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)の 
ハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しかし、 
早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことを 
お勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンパー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障したハードディスウドライプを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（才ートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とア 
ンパー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 


"~〇 U ビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
ito してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFR こするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

參八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけ 
てください。 

參他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


電源ユニットのランプ 

電源ユニットにあるランプは、電源の供給状態を示すランプです。 



P 0 WER/FAIL ランプ 



オプションの電源ユニットを搭載している場合は、1台の電源ユニットが故障 
しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能）。ま 
た、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、電源 0 N のまま交 
換（ホットスワップ）できます。 


POWER ランプ 

電源コードを接続して本装置に AC 電源が供給 （AC 0 N ) されると緑色に点滅します 。 POWER 
スイッチを押して電源を ON の状態にする (DC ON ) と点灯します。 

何らかの異常（過電流や過電圧、ファンの故障、 AC ラインの異常など）が発生するとアンバー 
色に点灯します。 
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LAN コネクタのランプ 


背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）に 
はそれぞれ2つのランプがあります。 

• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示します。本体とハフに電力 
が供給されていて、かつ正常に接続さ 
れている間、緑色に点灯します ( LINK )。 
ネットワーウポートが送受信を行って 
いるときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場 
合は、ネットワークケープルの状態や 
ケープルの接続状態を確認してくださ 
し、それでもランプが点灯しない場合 
は、ネットワーク ( LAN ) コント□—ラが 
故障している場合があります。お買い 
求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 


標準 LAN 
ポート1 


Speed ランプ 


LINK/ACT 

ランプ 

標準 LAN 
ポート2 


Speed ランプ 


LINK/ACT 
ランプ 

Management 
LAN ポート 


LINK/ACT 

ランプ 



Speed ランプ 


• Speed ランプ 

このランプは、ネツトワ ー クポ ー トの通信モ ー ドがどのネツトワ ー クインタフエ _ スで 
動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点灯しているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。 

緑色に点灯しているときは、1 00 BASE - TX で動作されていることを示します。 
消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、 100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートし 
ています。アンパー色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


"~〇 LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表示と OS 上の表示が異なる場 
身 合があります。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 

ハ 

拳 2人以下で持ち上げない 


參指定以外の場所に設置しない 

• 腐食性ガスの存在する環境で使用しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 



設置場所が決まったら、3人以上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと 
静かに置いてください。 



參 装置前面のフロントドアを持って、持ち上げないでください。フロント 
ドアが^ Ml て落下し、装置を破損してしまいます。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 

• 持ち運びの際に電源モジュールにある八ンドルを持たないでください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となります。 
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本装置と周辺装置を接続します。本装置には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネウタの位置を 
示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげます。 


警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A A 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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USB 機器 

USB 機器 



最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は次 
ページを参照。 



専用回線への直接接続は不可 
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胃"〇 • 本装置、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくだ 
Bfai さい。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NEC 以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できるこ 
とをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には使用 
できないものもあります。 

• SCSI 機器の接続は、ケーブルの全長が 3 m 以内になるようにしてくださ 
い0 

• 添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを利用する際に使用す 
るモデムについては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してください。 


本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある出カコ 
ンセントに接続します。詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

<例> 



ご使用時にパッテリ接続コネ 
クタを接続してください。 
移設等で移動する際は外して 
ください。 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます。詳しくは221ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントドアの開閉 


本装置の電源の〇 N /0 FF や光ディスクドライブ、5.25インチデバイスを取り扱うとき、 3.5 イ 
ンチハードディスクドライプペイへのハードディスクドライプの取り付け/取り外しを行う 
ときはフロントドアを開きます。 


• フロントドアは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開け 
ることができません。 

參 ソフトウェアには光ディスクドライブのトレーや 5.25 インチデバイス 

ベイに取り付けているデバイスにセットしているメディアをイジェクト 
させるコマンドを持つものがあります。この場合、フロントドアが開い 
ていることを確認してからコマンドを実行してください。フロントドア 
を閉じたままコマンドを実行すると、フロントドアに光ディスクドライ 
ブのトレーや5.25インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を故障 
させることがあります。 


キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回してロックを解除してから、フ 
□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フロントドアを閉じた後は、 
セキュリティのためにもキーでロックしてください。 


フロントドアを開ける際は、左上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
お願いします。フロントドアが開けづらい場合は、左上部と左下部をそれぞれ 
手で持って手前に弓 I いてください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


1. ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

✓ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認して<ださい。 


2. 本装置前面にある POWER スイッ 
チを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に 
点灯し、しばらくするとディスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



ランプ 


胃 • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
Bfaj で1〇秒以上の時間をあけてください。電源コードを接続した直後、も 

しくは AC 給電された直後は、 Status ランプがうすいアンバー色に点灯 
します。消灯するまで待ってから Power スイッチを押してください。 

• モニタ画面に何らかの文字が表示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


文字を表示している間、自己診断プログラム ( POST ) を実行してハードウェアの 
診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると〇 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
1〇6ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


rnsz 


BIOS のメニユーで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
Irivhl 表示させることができます。 「BIOS のコンフイグレーシヨン」の 「Advanced 
(212 ページ）」メニユーにある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 
「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


胃~〇 • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
P 顆 てください。 

• システムの構成によつては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションの説明書にある説明を確認してから何かキーを押してくださ 
い。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いつたん停止することがあります。 

この場合は < F 1> キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを 始めます。ディスプレイ 装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れ ます。 本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合 もあります。 同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合が あります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーポード上のネットワークコント□—ラに関する設定をする 
ユーティリティの起動メニューが2回（搭載している LAN コント□—ラ分）表示さ 
れますが、特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. 本体に内蔵の RAID コント□—ラを検出し 、 Web BIOS セットアップユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒 
後に POST を自動的に続けます）。 

Press < C t r L > < H > f 〇 r Web BIOS 

ここで < Ctrl > キーと < H > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラ 
メータの機能については、202ページを参照してください。 

ユーティリティを終了すると、再起動を促すメッセージ画面になりますので、 
< Ctrl >+< Alt >+< Del > を押してください。もう一度はじめから POST を実行します。 

5. 接続している SAS 機器が使用している SAS ID 番号などを画面に表示します。 

6. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。 エラー メッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、202ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから P 0 S 丁を実行します。 

本体の PCI パスに複数の SCSI コント□—ラボードを搭載しているときは、標準搭載 
RAID コント□ーラ— PCI パス番号の PCI #3 —PCI #1 —PCI #5 ^PCI #4 —PCI #2 の 
順で搭載しているポードの BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージを 
表示します。 


7. オプションの RAID コントローラを搭載している場合は、 RAID コンフイグレー 
ションユーテイリテイの起動を促すメッセージが表示されます（搭載したポードに 
よって起動メッセージや操作が異なる場合があります)。設定方法やパラメータの 
機能については、ボードに添付の説明書を参照してください。そのまま何も入力せ 
ずにいると数秒後に POST を自動的に続けます。 
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8. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒以上時間をあけ 
て 0 N にして起動し直してください。 

W-O 0 S をインス I ■>_ ルするまではパスワードを設定しないでください。 


9. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用 • 保守編」を参照して<ださい。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
■ to ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 使用されている 0 S によつては本体前面にある POWER スイッチを押す。 

P 0 WER / SLEEP ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 

Windows のシャツトダウンにてスタンバイを設定しないでください。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライプがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライプ 
には以下のタイプがあります。 

モデルや購入時のオーダによって以下のドライプが搭載されます。 

• DVD - RAM ドライブ 

多様な光ディスウの読み取り、 DVD - RAM ディスウへの書き込みを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ 

多様な光ディスウの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MULTI ドライプのソフトウエア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライテインヴソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

/!V 0月をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守ってください。 


使用するディスクについて 
• 別売品 

光ディスクドライブ用に次の別売品を用意しています。お買い求めの際は販売店に品名 
と型番をお申し付けください。 


< CD - R ディスクについて> 


品名 

型番 

CD-R 

1枚 

EF -8181 

CD-R (POT 入り） 

50 枚 

EF -8181 B 
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• 推奨品 

DVD Super MU じ H ディスクドライブ用に次のディスクの使用を推奨しております。 

< CD - R ディスクについて> 

CD - R ディスクは、太陽誘電製を推奨します。 

< CD - RW ディスクについて> 

CD - RW ディスウは、リコー製または三菱化学製を推奨します。 

く DVD - RAM ディスクについて〉 

DVD - RAM ディスウは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 

く DVD - R ディスクについて〉 

DVD - R ディスウは、松下電器産業製または太陽誘電製を推奨します。 

く DVD - RW ディスクについて> 

DVD - RW ディスウは、三菱化学製または日本ビクター製を推奨します。 

< DVD + R ディスクについて> 

DVD + R ディスクは、三菱化学製またはリコー製を推奨します。 

< DVD + RW ディスクについて> 

DVD + RW ディスクは、三菱化学製を堆奨します。 

く DVD - RAM ディスクについて〉 

DVD - RAM ディスクは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 

く DVD 土 R DL (2 層)ディスクについて〉 

DVD 土 RDL ディスクは、三菱化学製を推奨します。 


ライティングソフトウェアをインス!-ールする前に 

• 対象〇 S は 「Windows Server 2003 R 2, Standard Edition (日本語版)」のみとなります 0 
また、ライティングソフトウェアの添付ツール 「 FOLiO 」、「 HighMAT 」 は、サポートし 
ていません。 

參添付のライティングソフトウェアに関するお問い合わせはライティングソフトメーカへ 
お願いします。お問い合わせ窓□などの詳細はライティングソフトウェア CD - ROM 内の 
説明書を参照してください。 

• 1つのシステム環境下に複数の ASPI マネージャが混在するとアプリケーションの動作が 
不安定になります。ライティンク'ソフトウェアをインストールされる前に他の ASPI マ 
ネージャがインストールされていないことを確認の上、使用してください。 

• DVD Super MULTI ド、ライフ、、で DVD - R / RW 、 DVD + R / RW 、 CD - R / RW に書き込みを行 
う場合に、添付のライティングソフトウェアのインス I ルが必要となります。 

ライティングソフトウェアのインス I ルを行う前に CD - ROM に含まれるドキュメント 
( doc / manual ) を読んでください。 CD - ROM に含まれるドキュメントは pdf ファイルで 
す 0 Acrobat Reader をインス!ルしてください 0 
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ディスクに書き込みをする前に 

• 本装置を使用して、著作者の許可なしに、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律により禁じられています。 

• DVD - R 、 DVD + R 、 CD - R は書き込みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き込みエラーによるディスクの損失を防ぐため、以下につ 
いて注意してください。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプログラムを終 
了する。 


- スクリーンセーパを停止する。 

— ウイルスチェッカーやシステムェージェンシなどデイスウチェツウを行うプ□グラ 
ムを終了する。 


ースケジューラや時計など書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
ラにする。 


ーパワーマネージメント設定における省電力設定を解除する。 
- 書き込み中にアプリケーションを起動しない。 


書き込みエラーについて 

光ディスウドライプを使用してディスクにデータを書き込まれる場合にドライブの特性上、使 
用する環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 

光ディスウドライブによるデータの破損、ディスクの損失につきましては弊社は一切の責任を 
負いかねますのであらかじめご了承ください。 

なお、重要なデータについては万一に備えて他のパッウアップ装置との併用をお勧めします。 


ファームウ:！:アのパージヨンアップについて 

本装置のファームウェアのパージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 

弊社より案内のないファームウェアへのパージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますので注意してください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレー 
イジェクトポタンを押す。 

トレーが出てきます。 


3. ディスクの文字が印刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に置く。 

4. トレーイジェクトポタンを押す 
か、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 



胃-〇ディスクのセツト後、光ディスクドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、 
Bto 再度ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
6取り出します（アクセスランプが点灯して 
いるときは、ディスクにアウセスしているこ 
とを示します。この間、トレーイジェクトボ 
タンは機能しません）。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクト 
することもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 






• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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オプションの取り付け 

オプションデパイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


胃*〇 • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
P ヨ 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアツプデートしてください （6 1ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



AA 

▲② 

㉞㉞ 

C 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

參 リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 高温注意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• U ストストラップ（アームパンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケープル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケープルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデパイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデパイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1 . os のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にす 
る。 

3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタから抜く。 


増設電源ユニットを搭載している 
場合は、増設電源ユニットに接続 
している電源コードも取り外して 
ください。 



4. 本体背面に接続しているケーブル 
をすベて取り外す。 


5. 本体の前後左右および上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


サイド カバー 

サイドカパーは本体内蔵デパイスやマザーボードにアウセスするときに取り外します。右側の 
サイドカパーは取り外す必要はありません。 


取り外し 

次の手順に従つてサイドカパーを取り外します。 



警告 


A\A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1 . 前ページを参照して準備をする。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方に少し引いてから取り外 
す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 


サイドカパーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカパーにあるフックが本体のフレームや穴に確実に差し込まれていることを確認して 
ください。 



オプシヨンの取り付け/取り外しが終ったら、取り外したサイドカバーを確実 
BE に取り付けてください。左側のサイドカバーの取り付け状態はカバーセンサで 
監視されています。 
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CPU ダク トカバー 

CPU ダクトカパーは DIMM やプロセッサーの取り付け/取り外しをするときに取り外します。 


wrO cpu ダクトカパーは必ず取り付けてください。カバーを外した状態で運用す 
ito ると、装置内部の冷却効果が低下し、システム全体のパフォーマンスに影響す 
るばかりでなく、高温による本体および搭載デパイスの故障の原因となりま 
す。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダクトカパーを取り外します。 


2 . 

3. 

4. 


5 . 


117ページを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す （1 18ページ参照)。 

本体の右側面が下になるようにしてゆっくりとていねいに倒す。 

CPU ダクトカバーの左側を持ち、 

右端のタブを解除して手前に引 
ぐ 

CPU ダクトカバーを本体から取 
り外す。 
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取り付け 


CPU ダクトカパーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケープルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことを確認しながら差し込み、右側のタブを本体のフレームにある穴に 
引っかけて固定してください。 




エック| 


CPU ダクトカバー右側のタブがきちんとロックされていることを確認してく 
ださい。 
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3.5 インチハードディスクドライブ 

標準の 3.5 インチモデルの場合、本体の前面にある 3.5 インチハードディスクドライプペイに 
は、ハードディスクドライブを取り付けるスロットを4つ用意しています。ハードディスクド 
ライブは取り付けられていません （BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 





參 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2007 年5月現在)。 

一 N 8150 -207 A (80 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -208 A (160 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -209 A (250 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -229(500 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -199(36.3 GB 、 15000_、 SAS ) 

一 N 81 50-200 (73.2 GB V 1 5000「 pm 、 SAS ) 

一 N 8150 -201 (146.5 GB 、1 5000_、 SAS ) 

一 N 8150 -226(300 G 巳、15000_、 SAS ) 

一 N 8150 _237(750 G 巳、7200_、 SATA 2/300) 

注意： 

SAS ディスクと SATA 2 ディスクの混在は不可。 

• 本体装置内蔵の RA 旧コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)がサポート 
する RA 旧レベルは、 「 RAIDOJ 「 RAID 1」 rRAID 10」です。 

「 RA 旧5」 「 RA 旧6」 「 RA 旧50」をご使用の場合は、別途 N 8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 


4つのス□ットには約 25.4mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 PORT は下がら PORTO 〜 P0RT3 の固定で設定されています。 

ハードディスクドライブベイは、出荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コント□—ラ（N8103- 
116相当内蔵)に接続されています。これらのハードディスクドライブを RAID システムで使用 
する場合は、「3.5インチ HDD ケージ」 （145 ページ）を参照してください。 


また、オプションの 3.5 インチ HDD ケージを増設することにより、最大8台のハードディスク 
ドライブを取り付けることができます。オプションの 3.5 インチ HDD ケージについては、「3.5 
インチ HDD ケージ」 （145 ページ）を参照してください。 



3.5 インチ HDD ケージ 
増設用スロット 


P0RT3 

P0RT2 

P0RT1 

PORTO 
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PORT は下から PORTO 〜 P 0 RT 3 の固定で設定されています。 

PORTO のペイを除くハードディスクドライブペイにはダミートレー（プラスチック製)が入つ 
ています。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい0 


RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し 
ます。詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （236 ページ ）、 「Universal RAID 
Utility 」（303 ページ）を参照してください。 

EXPRESSBULDER を使用したシームレスインス I ルでは手順の中で RAID の構築を行うこ 
とが可能です。シームレスセツトアップ (32 ページ)を参照してください。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライプを取り付けます。その他のス□ツトへの取り付けも同 
様の手順で行います。 


• 八ードディスクドライブは下のベイから取り付けてください。 

• 本装置は RA 旧 コン ト□ーラ （ N 8103 -1 16相当）を標準搭載している 
ため、ハードディスクドライブは必ず RA 旧 コン トローラに接続された 
状態となります。 

• RA 旧システム構成する場合、容量などの仕様が同じ八ードディスクド 
ライブ重要を使用して、ディスクアレイを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 
行うことができます。また RAID システム構成では本体の電源が ON のままでも 
行えます。 


1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは4つあります。また、 P 0 R 丁はス□ットの位置で決まっています（下から 

順に PORTO 〜 P 0 RT 3)。 
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• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 



5. 増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付き）とハンドルをしつ 
かりと持ってス□ットへ挿入す 


る 0 



ハンドル 
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• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、0 



"~〇 八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 


ハンドルのフックがフレームに引っ掛かっていることを確認して<ださい。 

エック J 


7. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 



取り付けたハードディスクドライブを使用するためには 、 「Web BIOS 」 や 
r Universal RAID Utility J で RAID の設定を行う必要があります。詳細は 
「Universal RAID Utility 」(303 ページ)を参照してください。 
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取り外し 

ハードディスクドライプは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏浅することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマツト」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは/\ー ドディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 



エック| 


八ードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているス□ットをあら 
かじめ確認してください。 



1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 














ハードウエア編 127 


3. 八ンドルを引く。 


4. 八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 


5. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレーを取り付ける。 





ran 


• ダトレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 


6. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 
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RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスクドライプに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 6 に設定されている論理ドラ 
イプで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、ハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
パー色に交互に点灯して才ートリビルドを行っていることを示します。 


"~〇 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンバー色に点灯します。ハードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライプが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFR こしないでください。 

• ハードディスクドライプの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ハードディスクドライブの交 
換を行わないでください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑 
色とアンパー色に交互に点灯しています)。 
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2.5 インチ八ードディスクドライブ 

N 8154-16 2.5 インチ HDD ケージを搭載した場合、本体の前面にある 2.5 インチハードディス 
クドライブペイには、ハードディスクドライプを取り付けるスロットを8つ用意しています。 
ハードディスクドライブは取り付けられていません （ BTO (工場組み込み出荷)を除く）。別途 
購入してください。 


胃~〇 • 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
rea し)。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください。 

- N 8150 -2 19 (36.3GB. 10,000_、 SAS) 

-N8 150-220 (73.2GB. 10,000_、 SAS) 

-N8 150-228 (146.5GB、 10,000_、 SAS) 

- N 8150 -240 (36.3GB、 15,000_、 SAS) 

- N 8150 -241 (73.2GB、 15,000_、 SAS) 

• RA 旧システムの構築については、 rweb BIOS」 や 「Universal RAID 
Utility」 に添付の説明書を参照してください。 


8つのス□ットには約 15 mm (0.6 インチ）厚のハードディスクドライブを取り付けることがで 
きます 。 SAS PORT は右から PORTO 〜 P 0 RT 7 の固定で設定されています。 BT 0 組み込み出 
荷時の構成では、 2.5 インチ HDD ケージは、標準実装されている RAID コント□—ラ( N 8103- 
116相当）に接続されています。 

さらに N 8154-16 2.5 インチ HDD ケージをもう1台増設することにより、最大16台のハード 
ディスクドライプを取り付けることができます。 2.5 インチ HDD ケージについては、「2.5イン 
チ HDD ケージ」 （150 ページ）を参照してください。 

2台目の 2.5 インチ HDD ケージの SAS PORT は右から P 0 RT 8 〜 P 0 RT 15 となります。 N 8154- 
16 2.5 インチ HDD ケージ2台構成とする場合、2台目のケージを接続するためには、別途 RAID 
コントローラが必要となります。別途購入してください。増設するハードディスクドライプの 
SCSI 規格は、同じ規格のもの （ SAS ) を使用してください。 



2.5 インチハードディスクドライブペイの空きス□ットにはダミートレーが取り付けられてい 
ます(一番右のスロットを除く)。 
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• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 
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取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライプを取り付けます。その他のス□ツトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 





• 八ードディスクドライブは右のベイから取り付けてください。 

• 本装置は RA 旧 コン ト□ーラ （ N 8103 -1 16相当）を標準搭載している 
ため、ハードディスクドライブは必ず RA 旧 コン トローラに接続された 
状態となります。 

• RA 旧システムを構成している場合は、同じパックを構成する八ード 
ディスクドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 



ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 
行うことができます。また RAID システム構成では本体の電源が ON のままでも 
行えます。 


1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは8つあります。また 、 SAS PORT はス□ットの位置で決まっています（右 
から順に SAS PORTO 〜 P 0 RT 7)。 




• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 
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4. ハードディスクドライブの□ック 
を解除する。 


5. 増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付き）と八ンドルをしつ 
かりと持ってスロットへ挿入す 
る 0 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
い。 

• 八ードディスクドライブには、静電気やノイズによる誤動作を防止する 
ためのパネ （EIVH シールド）がついています。ハードディスクドライブ 
をス□ットへ取り付ける時にパネが引つかからないように手でおさえて 
押し込んでください。 


6. 八ンドルをゆっくりと押す。 


「カチッ」と音がしてロックされま 
す。 
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八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してくださし、。 


ハンドルのフックがフレームに引っ掛かっていることを確認してください。 

g エック I 


7. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 
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取り外し 

ハードディスクドライプは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏浅することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマツト」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは/\ー ドディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 



エック| 


八ードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているス□ットをあら 
かじめ確認してください。 


DISK ランプ 



1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

2. 八ードディスクドライブのレバー 

を押してロックを解除する。 〇 
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3. 八ンドルを引く。 


4. ハンドルとハードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

5. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 



6. 手順1で開いたドアを確実に閉じ 
る 0 
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RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスクドライプに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 6 に設定されている論理ドラ 
イプで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯して才ートリビルドを 
行っていることを示します。 


"~〇 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンバー色に点灯します。ハードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライプが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFR こしないでください。 

• ハードディスクドライプの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ハードディスクドライブの交 
換を行わないでください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑 
色とアンパー色に交互に点灯しています)。 
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電源ユニット 

N 8181-55 冗長電源 ユニッ トを増設して、2台の電源 ユニッ トで本装置を動作させていると、 
万一、電源 ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができ ま 
す（冗長機能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1. 117ページを参照して準備をする。 




胃-〇電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいる途中でななめ 
Bto にしたり、上下左右に力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネク 
夕を破損するおそれがあります。 
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4. 電源コード （2 本）を接続する。 POWER/FAIL ランプ 

標準で添付されていたものと増設 
した電源 ユニッ トに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると2つの電源 ユニッ トの 
POWER / FAIL ランプが緑色に点 
滅します。 POWER / FAIL ランプが 
緑色に点滅しない場合は、電源が 
正しく装置へ供給されていること 
を確認してください。それでも緑 
色に点滅しない場合または 
POWER / FAIL ランプがアンパー 
色に点灯している場合は、電源 
コードや電源 ユニッ トの破損、ま 
たは電源 ユニッ トを搭載している 
パワーサプライペイの故障が考え 
られます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼してください。 

5. 本装置の電源を ON にする。 

各電源ユニットの POWER / FAIL ランプが緑色に点灯します。 

6. 前面にある STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないこ 
とを確認する。 

エラー表示の詳細については「電源ユニットのランプ」 （95 ページ）を参照してく 
ださい。 

また、 POWER / FAIL ランプがアンパー色に点灯している場合は、もう一度電源ユ 
ニットを取り付け直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会 
社に連絡してください。 



^ オプションの電源ユニ、ソトを増設した状態で、電源コードを片方の電源ユニ、ソ 
民ェック I 卜にしか接続していないと、電源コードを接続していない方の電源ユニットに 
ある POWER / STATUS ランプがアンバー色に点灯します。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 

ran 



本装置に2台の電源 ユニッ トが取り付けられていて、その内の1台が正常に動作 
している場合は、システム稼慟中（電源 ON の状態）でも故障した電源 ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてください）。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


5. 


背面にある電源 ユニッ トのランプの表示 （ POWER / FAIL ランプがアンバー色に点 
灯）で故障している電源 ユニッ トを確認する。 

システムを終了し、本装置の電源を OFF にする。 

故障した電源ユニットから電源コードを抜く。 

電源ユニッ トの右上にある レバー 
を押しながら八ンドルを持って手 
前に引き、_ 源ユニットを 本体か 
ら取り出す。 

電源ユニッ トを交換せず1台の 電 
源ユニッ トで運用する場合は、 

「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



胃-〇 装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていない 
Bto ス□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順4〜6の手順を参照して電源 ユニッ トを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 
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リアフアン 
(標準装備） 


リアフアン 
(オプション A ) 


FAN BOX 



ファンユニット 

CPU やメモリ、 PCI デバイスを)令却するためのファンです。本装置内部に標準で2台のファン 
ユニット（フロントファン、リアファン各1台）を搭載しています。オプションの冗長ファン 
(3 台1セット）を取り付けることにより、最大で5台のファンユニットを搭載することができ 
ます。オプションの冗長ファンを搭載することにより、万一、ファンユニットが1台故障して 
もそのまま運用することができます。 

w-O • オプションの ファンユニットを 搭載している場合、 ファンユニッ トが1 
BM 台故障してもそのまま運用することはできますが、お早めに保守サービ 

ス会社に連絡し、 ファンユニッ トの交換を依頼してください。 

• 電源投入中のファン ユニッ トの交換は自分では行わないでください。 

必ず保守サービス会社にファン ユニッ トの交換を依頼してください。 

• N8181-58 冗長ファンは N8101 -402 水冷ヒートシンクと同時に搭 
載することはできません。 


フロントフアン フロントフアン 
(標準装備） （オプション A ) 
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オプションのフアンユニットの確認 

オプションのファンユニットは、3台1セットですが、フロントファン用またはリアファン用 
に装着するオプション A のファンと、 PCI / HDD ケージ用に装着するオプション B とで形状が異 
なっています。オプションのファンユニットを装着する前に、下の図で確認してください。 



取り付け 

1 . 117ページを参照して準備をする。 


2. サイドカノ（一を取り外す （ 118ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （120 ページ参照) 


4. オプション A のフアン ユニッ トを 
フロントファンの増設場所に差し 
込む。 

オプション A のファンユニットの 
溝を標準装備のフロントファンの 
ガイドに沿って挿入し、最後まで 
しっかりと押し込んでください。 












142 オプションの取り付け 


5. 筐体からリアフアンの増設場所に 
ある FAN BOX を取り外す。 

FAN BOX はツメを外してから、 
ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 



6. FAN BOX に装着されているダ 
ミーフアンカバーを外す。 

ダミーファンカバーは裏側に□ッ 
クがついています。ロックを押さ 
えながら、ダミーフアンカパーを 
ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 


7. オプション A のフアン ユニッ トを 
FAN BOX のリアフアンの増設場 
所に差し込む。 

オプション A のファン ユニッ トの 
溝を標準装備のリアファンのガイ 
ドに沿って揷入し、最後までしっ 
かりと押し込んでください。 




オプション A の 
フアンユニツト 


リアファン 
(標準装備） 
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8. FAN BOX を筐体へ取り付ける。 


9. オプション日のフアン ユニッ トを 
PCI / HD □ケージ用ファンの増設 
場所に差し込む。 



取り付けの際にファンのケープルをマザーボード側に通してください。 

エック| 



取り付けづらい場合は、ファン ユニッ トに搭載しているホットスワップファン 
をいったん取り外してから取り付けてください。ファン ユニッ トの取り付け完 
了後にホットスワップファンを取り付けてください。 
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10. フアンユニットのタブを本体内部 
のフレームにある穴に差し込み、 
フレームに向けて 押す。 

□ツキングタブでロックされま 
す。 


ロッキングタブ 



11. マザーボード上のオプション B 用のコネクタの下にあるジャンパーピンを左側にず 
らし、オプション A およびオプション B のフアンユニットのケーブル （3 本）をマ 
ザーポード上のコネクタに接続する。 

ESMPR 0 で正確な管理をするため、接続を間違えないでください。 

オプション A (リアファン）用 （ JFAN 1 コネクタ） 



12. 取り外した部品を取り付ける。 
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3.5 インチ HDD ケージ 

標準の 3.5 インチモデルは、本体前面にある 3.5 インチハードディスクドライブベイに 3.5 イン 
チ HDD ケージを標準で1台実装していますが、オプションの N 8154-173.5 インチ HDD ケージ 
を取り付けることによって、標準で実装可能な4台を含め、最大8台のハードディスクドライ 
プを実装することができます。ハードディスクドライプは取り付けられていません （ BTO (エ 
場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 





春 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 
ハードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2007 年5月現在）。 

一 N 8150 -207A(80GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -208A(160G 巳、7200 rpm、SATA2/300) 

一 N 8150 -209A(250G 巳、7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -229(500G 巳、7200_、 SATA2/300) 

— N 8150 -199(36.3G 巳、15000_、 SAS) 

一 N 8150 -200(73.2GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150-201 (146.5GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150 -226 (300GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150 -237(750G 巳、7200_、 SATA2/300) 

注意： SAS ディスクと SATA2 ディスクの混在は不可。 

• 本体装置内蔵の RAID コント□—ラ (N 8103 -1 16相当内蔵)がサポート 
する RA 旧レベルは、 「 RAIDO」rRAID 1J 「RAID 10」です。 
rRAID 5J 「RAID 6」 「RAID 50」をご使用の場合は、別途N8103- 
119 RA 旧アップグレードキットを増設してください。 


オプションの 3.5 インチ HDD ケージを装着することにより、最大8台のハードディスクドライ 
プを取り付けることができます。それぞれのスロットには約 25.4 mm (1 インチ）厚のハード 
ディスクドライブを取り付けることができます。 



P 0 RT 7 

P 0 RT 6 

P 0 RT 5 

P 0 RT 4 

P 0 RT 3 

P 0 RT 2 

P 0 RT 1 

PORTO 


増設用の 3.5 インチ HDD ケージの PORT は下から P 0 RT 4 〜 P 0 RT 7 の固定で設定されます。図 
は、増設ケージを取り付けた状態を示しています。図中、 P 0 RT 5 以降にダミートレイが挿入 
されています。 
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胃-〇 ハードディスクドライブは PORTO および P0RT4 からつめて搭載してくださ 
し)。間をあけて搭載すると HDD のアクセスランプが正しく点灯しません。 


P 0 RT 4 のベイを除くハードディスクドライブベイにはダミートレー（プラスチック製）が入つ 
ています。 





• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

參ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい0 
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取り付け 


次に示す手順で 3.5 インチ HDD ケージを取り付けます。 

1. 117ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. サイド カバーを 取り外す。 


4. 


3.5 インチ HDD ケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 


ダミーカバーの固定ネジ4本を外 
し、夕'ミーカバーを取り外します。 



5 . 



ダミーカバーは大切に保管しておいてくださし、。 


3.5 インチ HDD ケージをス□ッ 
卜に挿入する。 
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6. 3.5 インチ HDD ケージ背面のコネクタに各種ケーブルを接続する。 


3.5 インチ HDD ケージの背面にあ 
る電源コネクタに本体の電源ケー 
プル ( P 8, P 9) を接続します。 

また、 3.5 インチ HDD ケージの 
背面にある SAS/SATA コネクタ 
および SGPI 〇コネクタとマザー 
ボードの PCI ス□ットに実装され 
ている RAID コント□ーラ 
( N 8103 -11 6 相当）の SAS / 
SATA 2 コネクタおよびマザー 
ボード上の SGPI 〇2コネクタとを 
それぞれ、 SAS/SATA ケープルお 
よび SGPI 〇ケーブルで接続しま 
す。 



SAS / SATA 1コネクタ 

標準搭載の 3.5 インチ HDD ケージ 
(PORTO 〜 PORT 3) に接続されて 
います。 

SAS / SATA 2 コネクタ 

増設用の 3.5 インチ HDD ケージ接 
続用コネクタです。 


本体装置内蔵の RAID コントローラ 
( N 8 103- 116相当） 



マザーボード 
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SGPI 01 コネクタ 

標準搭載の 3.5 インチ HDD ケージ 
( PORTO 〜 P 0 RT 3) に接続されて 
います。 

SGPI 02 コネクタ 

増設用の 3.5 インチ HDD ケージ接 
続用コネクタです。 


7. 3.5 インチ HDD ケージを本体に 

固定する。 

固定ネジ4本で 3.5 インチ HDD 
ケージを本体に固定します。 



このコネクタに本体装置内蔵の RAID コント 
□—ラ （ N 8103-116相当）が実装されている 



8. 取り外した部品を取り付ける。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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2.5 インチ HDD ケージ 

標準の 3.5 インチ HDD をオプションの 2.5 インチ HDD ケージに載せ換えることにより、 2.5 イン 
チ HDD を8台搭載することができます。さらに 2.5 インチ HDD ケージをもう1台追加すること 
で最大16台のハードディスクドライブを実装することができます。ハードディスクドライブ 
は取り付けられていません （ BT 0 (工場組み込み出荷)を除く）。別途購入してください。 


胃-〇 • 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
rea し v サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

A - ドディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください。 

— N 8 150-2 19 (36.3 GB . 10,000_、 SAS ) 

— N 8 150-220 (73.2 GB 、 10,000_、 SAS ) 

- N 8 150-228 (146.5 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 

- N 8 150-240 (36.3 GB 、 15,000_、 SAS ) 

- N 81 50-241 (73.2 GB 、 15,000_、 SAS ) 

• RA 旧システムの構築については、 RA 旧コント□—ラに添付の説明書 
を参照してください。 

• 2台目の 2.5 インチ HDD ケージを取り付ける場合は、本装置の PCI ス 
□ットに RA 旧コントローラ ( N 8103 -117) を装着する必要がありま 
す。あらかじめご購入いただき、本装置に実装してください。 


2.5 インチ HDD ケージを装着することにより、最大16台のハードディスクドライブを取り付け 
ることができます。それぞれのスロットには約 15 mm (0.6 インチ）厚のハードディスクドラ 
イブを取り付けることができます。 



下段に搭載し、標準の RAID コント□ーラに接続された 2.5 インチ HDD ケージの PORT は右から 
PORTO 〜 P 0 RT 7、 上段に搭載し、 RAID コントローラ （ N 8103 -117 等）に接続された 2.5 イ 
ンチ HDD ケージの PORT は右から P 0 R 丁8〜 P 0 R 丁15の固定で設定されています。 


wrO ハードディスクドライブは PORTO および PORTS からつめて搭載してくださ 
Bto し)。間をあけて搭載すると HD □のアクセスランプが正しく点灯しません。 
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PORTO および P 0 RT 8 のベイを除くハードディスクドライブペイにはダミートレー（プラス 
チック製）が入っています。 



• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 





152 オプションの取り付け 


取り付け （1 台目の 2.5 インチ HDD ケージ） 

次に示す手順で 3.5 インチ HDD ケージを取り外し、 2.5 インチ HDD ケージを取り付けます。 

1. 117ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 

4. 本装置に実装されている 3.5 インチ HDD ケージの背面のコネクタに接続されてい 
るケーブルをすべて外す。 




5. 3.5 インチ HDD ケージの固定ネジ4本および2枚のダミーカバーの固定ネジ4本を 

外し、 3.5 インチ HDD ケージおよびダミーカバーを取り外す。 



SGPIO ケープルおよび SAS / SATA ケープルは，コネクタを持ち、□ックを外 
して、引き抜いて<ださい。ケープルを持って引き抜くとコネクタが破損する 
ことがあります。 


"rO 取り外したダミーカパーは大切に保管しておいてください。また、取り外した 
Dto ネジは手順1 6 で、 2.5 インチ HDD ケージを取り付ける際に使用しますので、 
なくさないようにしてください。 
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8. 本装置の右側面が下になるように 
してゆっくりとていねいに倒す。 
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9. 本装置の底面にある六角ネジ2本 
を外す。 


10. HDD ケージフレーム側面からネ 
ジ2本を外す。 


11 .HDD ケージフレームを L 字 型の溝 
に沿って、持ち上げて移動させ 
る 0 































12. HDD ケージフレームをネジ 2 本 
で固定する。 


13. 本装置の底面のスタビライザを回 
転させ 、 HDD ケージフレームを 
ネジ2本で固定する。 


14. 本装置をゆっくりとていねいに立 
てる。 
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15. 手順7で外した皿ネジ2本で、本 
体シャーシ前面を固定する。 


16. 本装置の前面の下側ス□ットに 
2.5 インチ HDD ケージを取り付 
け、手順5で外した 3.5 インチ 
HDD ケージの固定ネジ4本で固 
定する。 
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17. 2.5 インチ HDD ケージに添付さ 
れているダミーカバーをネジ7本 
で固定する。 



18. 手順6で外した FDD ス□ツトダ 
ミーカノ（一をネジ2本で固定す 
る。 



19. 2.5 インチ HDD ケージ背面の 
SAS / SATA コネクタについてい 
るダ ミー コネクターカバ'—を取り 
外す。 
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20. 2.5 インチ HDD ケージ背面に電 
源ケーブル、 SAS / SATA ケーブ 
ル、 SGPI 0 ケーブルを接続する。 


SAS / SATA ケーブルの接続 

2.5 インチ HDD ケージ背面奧側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されている RAID コ 
ントローラの右側のコネクタと接 
続してください。 

2.5 インチ HDD ケージ背面手前側 
の S AS/S AT A コネクタとマザー 
ボードに実装されている RAID コ 
ント□—ラの左側のコネクタと接 
続してください。 

SGPI 0 ケーブルの接続 

SGPI 0 コネクタとマザーボード上 
側の SGPI 01 コネクタと接続して 
ください。 


RAID コント□—ラ 
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取り付け （2 台目の 2.5 インチ HDD ケージ) 


次に示す手順で 2.5 インチ HDD ケージ （2 台目）の取り付け方法を説明します。 

1 . 117ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除して、フロントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 


4. 


2.5 インチ HDD ケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 


ダミーカパーの固定ネジ4本を外 
し、ダミーカパーを取り外します。 



ダミーカパーは大切に保管しておいてくださし、。 
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6. 2.5 インチ HDD ケージを本体に 

固定する。 

固定ネジ4本で 2.5 インチ HDD 
ケージを本体に固定します。 



7. 2.5 インチ HDD ケージ背面の SAS / SATA コネクタについているダミーコネクター 

カバーを取り外す。 

SGPI0 コネクタ 


8. 2.5 インチ HDD ケージ背面に電 
源ケー■ブル、 SAS / SATA ケーブ 
ル、 SGPI 0 ケーブルを接続する。 

SAS / SATA ケーブルの接続 

2.5 インチ HDD ケージ背面奧側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ポードに実装されているオプシヨ 
ンの RAID コント□—ラの右側の 
コネクタと接続してください。 

2.5 インチ HDD ケージ背面手前側 
の SAS / SATA コネウタとマザー 
ポードに実装されているオプシヨ 
ンの RAID コント□—ラの左側の 
コネクタと接続してください。 

SGPI 0 ケーブルの接続 

SGPI 0 コネクタとマザーボード下 
側の SGPI 02 コネクタと接続して 
<ださい。 

9. 取り外した部品を取り付ける。 



取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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5.25 インチデバイス 


本装置には、光ディスクドライブや磁気テー 
プドライブなどのパックアップデパイスを 
取り付けるスロットを3つ用意しています 
(光ディスクドライブで1ス□ット使用）。 
パックアップデパイスを搭載するには、別売 
の SCSI コントローラが必要です。 



胃-〇 • シングル八イトのデバイスは2台、ダブル八イトのデパイスは1台搭載 
roa でぎます。 

參 SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵抗の設定は 「 OFF 」 に 、 SCSI 
ID は他のデパイスと重複しないように設定してください。設定方法につ 
いては、それぞれの装置のマニュアルを参照してください。 

• シングルハイトのデバイスはスロット番号順に取り付けてくださし)。ダ 
ブル八イトのデバイスはス□ット2と3を使用します。 


取り付け 


1. 117ページを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外す （1 18 

ページ参照)。 

3. ダ5—カパーを固定しているネジ 
2本を外す。 

4. ダミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 


5. 本装置に添付のレールをデバイス 
に添付のネジ （4 本）で 5.25 イ 
ンチデバイスに固定する。 
















































































162 オプションの取り付け 



• 必ずデバイスに添付のネジを使用してください。添付のネジより長いネ 
ジや径の異なるネジを使用するとデバイスを破損するおそれがありま 
す。 

• デパイスによっては前面にカパーがついています。本体装置のフロント 
ドアを閉めた時にカバーと接触するような場合、レールの取り付け位置 
を変更し、デバイスが閉まるようにしてください。 

• ダブルバイトのデバイスを取り付けるときには本装置に添付されている 
D 1_ T デバイスレール （ L 字型の大きい方のレール）を使用してください。 


6. デバイスベイにデノ（イスを静かに押し込む。 


^ デパイスを押し込むときにケープルをはさんでいないことを確認して < ださ 

い。 


两-〇 スロットを2つ使う 5.25 インチデバイスが入りづらい場合は、 5.25 インチデ 
Bfai バイスを少し持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 


7. 手順3で外したネジでデバイスを固定する。 




8. 取り付けた 5.25 インチデバイスが、本体前面から飛び出しすぎていないかどうか 
確認する。 

標準装備の光ディスクドライプを目安に確認してください。 
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9. 装置側面からデバイスにインタフエースケーブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」 （196 ページ）を参照してください。 

胃-〇コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
Bta 原因となります。5.25インチデバイスと各ケーブルコネクタを見ながら確実 
に接続してください。 

^ ケープルをはさんでいないことを確認してください。 


10. 取り外した部品を取り付ける。 

11.SCSI 機器の場合は、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照して SCSI BIOS の 
セットアップをする。 

12. 取り付けた装置に添付の説明書を参照して必要であればデバイスドライバのインス 
卜ールをする。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 










164 オプションの取り付け 


内蔵 USB FD ドライブ 

本体には、内蔵 USB FD ドライブを1台取り付けることができます。 

取り付け （3.5 インチ HDD ケージ搭載の場合） 

次の手順に従って内蔵 USB FD ドライブを取り付けます。 

1. 117ページを参照して取り付けの準備をする。 

118ページを参照してサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 


2 . 

3. 


固定ネジ （2 本）を外し、 FDD ダ 
ミーパネルを取り外す。 



取り外した FDD ダミーパネルおよび固定ネジは大切に保管してください。 


4. 内蔵 USB FD ドライブを右図で示 
す向きに本体へゆっくりと差し込 
む。 
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5. 内蔵 USB FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 



6 . 

7. 

8 . 


フロントマスクを閉じる。 

本体の底面についているスタビライザ （4 個）を内側に折り畳む。 


本装置の右側面が下になるように 
してゆっくりとていねいに倒す。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



9. USB インタフエースケーブルの 4pin コネクタ側を FAN と底面のすき間を通して、 
内蔵 USB FD ドライブ付近まで通す。 


^ 内蔵 USB FD ドライプ以外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、内 
蔵 usb ro ドライプに添付されている usb インタフェースケープルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 USB FD ドライプ接続用インタフェース 
ケープルを使用します。 


10. USB インタ フエー スケーブルの 
4pin コネクタ側を内蔵 USB FD 
ドライブへ接続する。 



^ USB コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで揷 
习 入してください。 
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n. USB インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の lOpin コネクタを 
マザーポードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 



USB デパイス用コネクタ 


^ 内蔵 USB FD ドライプ以外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、本 
手順は不要です。 


12. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 USB FD ドライプは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、ダミーパネルを取り付けてください。 
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取り付け （2.5 インチ HDD ケージ搭載の場合） 

次の手順に従って内蔵 USB FD ドライブを取り付けます。 

1 . 117ページを参照して取り付けの準備をする。 

n 8ページを参照してサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 


2 . 

3. 


固定ネジ （2 本）を外し、 FDD ダ 
ミーパネルを取り外す。 



DM 


取り外した FDD ダミーパネルおよび固定ネジは大切に保管してくださし)。 


4. USB インタフェースケーブルの 
4pin コネクタ側を FDD ブラケッ 
卜から出す。 


FDD プラケット 



5. USB インタフ I— スケーブルの 
4pin コネクタ側を内蔵 USB FD 
ドライブへ接続する。 



I チェッ;3 


USB コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで揷 
入してください。 
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6. 内蔵 USB FD ドライブを右図で示 
す向きに本体へゆっくりと差し込 
む。 



7. 内蔵 USB FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 





8 . 

9. 

10 . 


フロントマスクを閉じる。 


本体の底面についているスタビライザ （4 個）を内側に折り畳む。 



11.US 巳インタフエースケーブルの lOpin コネクタ側を FAN と底面のすき間を通して、 
マザーポード付近まで通す。 


^ 内蔵 USB FD ドライプ以外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、内 
民ェックI 蔵 USBFD ドライプに添付されている USB インタフェースケープルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 USB FD ドライプ接続用インタフェース 
ケープルを使用します。 
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12. USB インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の lOpin コネクタを 
マザーポードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 



USB デバイス用コネクタ 


^ 内蔵 USB ro ドライプ W 外の USB デパイスが本体に搭載されている場合は、本 
手順は不要です。 


13. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 USB FD ドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、ダミーパネルを取り付けてください。 
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PCI ポード 

本装置には、 PCI ポードを取り付けることのできるス□ツトを5つ用意しています。 


肩-〇 pci ポードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れ 
ito て身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 pci ボー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 pci ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関する説明は115ページで詳しく説明しています。 


PCI EXPRESS (x8) 
PCI EXPRESS (x4) 
PCI EXPRESS (x8) 

32-bit/33MHz 

64-bit/100MHz 


匚 PCI ボー ドス□ッ 
匚 PCI ボー ドス□ツ 
匚 PCI ボー ドス□ツ 

匚 PCI ボー ドス□ッ 
匚 PCI ボー ドス□ツ 



取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。 


• PCI ス□ットに複数の PCI ポードを取り付ける場合、内蔵 SCSI ケープ 
ルを PCI ポードの間に通さないでください。 PCI ポード上の 1 C や素子な 
どとケーブルが接触し、 PCI ポードやケーブルが破損するおそれがあり 
ます。 

• 取り付けるポードによっては隣のスロットのコネクタキャップや、外付 
け SCSI コネクタを取り外してポードを取り付けなければならない場合 
があります。 

• PCI ポー ドス ロット# 1には 3.3 V PCI ポー ドおよび ユニバーサル PCI 
ポードを取り付けることができます。 

• PCI ポー ドス ロッ ト#2には 5 V PCI ポー ドおよび ユニバーサル PCI ポー 
ドを取り付けることができます。 


✓ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットの 
コネクタ形状が合っていることを確認してください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 

次の表のとおりです。 





PCI-X 

#1 

PCI 

#2 

PCIe 

#3 

PCIe 

#4 

PCIe 

#5 

PCIe 

#6 




PCI ス□ット 
性能* 1 

64 bit 

133 MHz 

32 bit 

33 MHz 

X 8 

レーン 

X 4 

レーン 

X 8 

レーン 

X 4 

レーン 


型名 

製品名 

スロット 
サイズ 

Full Height 

長さ 

140 mm 

まで 

標準 RAID 
カード専用 

備考 



PCI ポ-ド 
タイプ 

3.3 V 

5 V 

X 8 ソケット 




搭《!可能な 
ポー ドサイズ 

ロング/シヨー ト 

長さ 

140 mm 

まで 

専用 


N8 103-95 

SCSI コント□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

— 

内蔵 HDD 接続不可 

N8 103-75 

SCSI コント□—ラ 
(64bit/133MHz PCI-X) 

O 

〇 

- 

- 

- 


内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -107 との混 
合不可 

N8 103- 107 

SCSI コント□—ラ 
(PCI EXPRESS(xl) 

— 

- 

〇 

〇 

- 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -75 との混合 
不可 

N8 103- 104 

SAS コント □_ ラ 
(PCI EXPRESS(x8)) 

- 

— 

〇 

〇 

- 

- 

最大 2 枚まで 
ディスクアレイ装置 
(ST1 230 0) 接続用。 
内蔵 HDD の接続は不 
可。 

- 

RAID コント□—ラ（内 
蔵 SAS) 

(PCI EXPRESS_ 

— 

- 

- 

- 

- 

• 

標準搭載 RAID コン 
トローラ 

N8103-117 

RAID コント□—ラ(内 
USAS) 

(PCI EXPRESS(x8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

N8 154- 16 を§造接続 
する場合のみ f 

N8 103-90 

ディスクアレイ 
コント□—ラ（外付 
SAS) (PCI EXPRESS 
(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

最大 2 枚まで 
内蔵 HDD 接続不可 

N8 190- 120 

Fibre Channel 

コント□—ラ 

(2Gbps/Optical) 
(64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 


N 8190 -127 

Fibre Channel 

コント□—ラ 

(4Gbps/Optical) 

(PCI EXPRESS (x4)) 

— 

- 

〇 

〇 

- 

- 


N8190-131 

Fibre Channel コント 
口ーラ (2ch) 

(4Gbps/Optical) 

(PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

— 


N8104-111 

100BASE-TX 
接続ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

— 

最大 2 枚まで 

N8104-119 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(64bit/133MHz PCI- 
X) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

N 8104 -112 との混 
在不可 
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型名 

製品名 


PCI-X 

#1 

PCI 

#2 

PCIe 

#3 

PCIe 

#4 

PCIe 

#5 

PCIe 

#6 

備考 

PCU □ット 

ttir 1 

64 bit 

133 MHz 

32 bit 

33 MHz 

X8 

レーン 

X 4 

レーン 

X8 

レーン 

X 4 

レーン 

スロット 
サイズ 

Full Height 

長さ 

140 mm 

まで 

標準 RAID 
カード専用 

PCI ポー ド 
タイプ 

3.3 V 

5 V 

X8 ソケット 

搭載可能な 
ポー ドサイズ 

□ング / シヨー ト 

長さ 

140 mm 

まで 

専用 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(PCI EXPRESS(xl)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8104 -112 との混 
在不可 

N 8104 -120 

1000BASE-T(2ch) 
接続ボード 
(64bit/133MHz PCI- 
X) 

〇 

〇 

- 

— 

- 

- 

N 8104 -112 との混 
在不可 

N8104-121 

1000 BASE-T 
接続ボード (2ch) 

(PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大 2 枚まで 
その他の増設 NIC と 
の Teaming(AFT/ 
ALB 相当)は不可 
(N 8104 -125 とあわ 
せて最大 2 枚まで） 
10BASE-T は未サ 
ポート 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 
接続ボード (4ch) 

(PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

最大 1 枚まで 
その他の増設 NIC と 
の Teaming(AFT/ 
ALB 相当)は不可 
(N 8104 -121 とあわ 
せて最大 2 枚まで） 
10BASE-T は未サ 
ポート 

N8104-112 

1000 BASE-SX 
接続ボード 

(64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

— 

PCI バスあたり最大 1 
枚まで (AFT 時は最大 
2 枚まで） 

N8104-1 19/120 と 
の混合不可 

N8104-123A 

10BASE-SR 
接続ボード 
(PCI EXPRESS(x8)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

最大 1 枚まで 

N8 104-94 

4 回線音声 • FAX 処理 
ボード 

(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 


N8 104-95 

4 回線音声処理ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 


N 8104 -96 

12 回線対応音声処理 
ボード 

(32bit/33MHz PCI) 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 


N8 104-1 02 

高速多回線ボード 
(32bit/33MHz PCI) 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 



〇搭載可能 一搭載不可 

*1: レーン：転送性能（転送帯域）を示す。（例）1レーン =2.5Gbps (片方向）、4レーン =10Gbps (片方向) 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下の力ードが接続可能。 

(例） x4 ソケット— xl 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 
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*2: N 8154-16 2.5 インチ HDD ケージを2台搭載する場合に必要。 

〇 S のインストールは標準ケージに搭載した HDD に行い、本 RAID コント□—ラ配下の HDD にはインストール不可。 
本 RAID コントローラは PCI #3 ス□ットにのみ搭載可。 BTO 組込時は RAID の設定は行われません。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合3 12 mm まで。 

* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 同ーパス内に異なる力ードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品名のカッコ内に記載された力ード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの方が動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


PCI ス□ットの Boot 優先順位は以下となります。 

PCI #3 — PCI #1 ^ PCI #5 — PCI #4 — PCI #2 

Boot デバイスを接続しない PCI カードを実装したス□ットは〇 ption ROM の展開を [ Disabled ] 
に変更してください。 [ Disabled ] にすることで、基本メモリの消費を抑え、装置の起動時間を 
短縮することができます。 



PCI 力ードを多く搭載した場合、 POST で以下のメッセージが表示されること 
があります。 

ERROR 

Expansion ROM not initialized - PCI Mass Storage Controller is slot xx. 
システム BIOS のセットアップ （ 202 ページ）の [Advanced] — [PCI Configuration] 
を参照し、設定を変更してください。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT/ALB の Teaming を組むことが可能です。ただし、 
標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはでき 
ません。 


取り付け 


2 . 

3. 


117ページを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す (1 18ページ参照)。 

取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーとネジ1本を外して取り外 
す0 



"~〇 取り外した増設スロットカパーは、大切に保管しておいてください。 
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4. 部品面を下にしてマザーボード上のス□ットとボードの接続部分を合わせてゆつく 
り装置内へ差し込む。 



^ ロングカードの場合は、ボードの右端が本体フレームにあるガイドレールに 
If エック| 沿って差し込まれていることを確認してください。 


5. ポードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりとポードを押し込む。 


Baa 


6. ポード左側を手順3で外したネジで固定する。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」 （320 ページ）のエラーメッセージー覧を参照してください。 

9. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの [Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは 「 Advanced 」（212 ぺージ) 
をご覧ください。 


うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 


取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、増設ス□ットカパーを取り付けてください。 
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内蔵/オプションの RAID コント□ーラを使用する場合 

本体前面にあるハードディスクドライブペイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-1 16相当内蔵)の機能を 
利用する方法の他にオプションのディスクアレイコント□—ラ （ N 8103 -90) またはオプショ 
ンの RAID コントローラ （ N 8103 -117) を利用する方法があります。 


• RA 旧システム構成に変更する場合や、 RA 旧レベルを変更する場合は、 
ハードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 
るハードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RA 旧システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAID 0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


本体装置内蔵の RAID コント□ーラ/オプションの RAID コント□ーラを利用する場合 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （ N 8103 -116 相当内蔵）およびオプションの RAID コント 
□—ラ ( N 8103 -117) で内蔵ハードディスクドライプを RAID システムのハードディスクドラ 
イプとして認識させることができます。 

RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグ 
レーション」 （236 ページ）を参照してください。 




添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
テイングシステムが Windows オペレーテイングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 


Disk 増設 ユニッ トを RAID システムにする場合 

Disk 増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用のデ 
パイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。オプションのディスクアレイコント□—ラ 
( N 8 103-90) を取り付けた本装置はこれらのデパイスを1台または2台接続できます。接続台 
数などの詳しい説明については、 RAID コントローラおよび Disk 増設ユニットに添付の説明書 
を参照してください。 


*rO Disk 増設 ユニッ トには、八ードディスクドライブが添付されていません。別途 
購入してください。 
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Disk 増設ユニットと接続するためには、オプションのケープルが必要となる場合があります。 
詳しくは、 Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを接続後、 RAID コントローラ上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使って、 Disk 増設ユニットを RAID システム （ RAIDO 、 RAID 1、 
RAID 5) に設定してください。設定の詳細とその方法については、オプションのディスクア 
レイコント□—ラ( N 8 103-90) に添付の説日月書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを RAID システムに設定すると、 Disk 増設ユニットに取り付けたハードディ 
スクドライブのうちのどれかが故障しても、オプションのディスクアレイコント□ーラ 
( N 8 103-90) が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライプを復旧するこ 
とができます（電源が ON のまま故障したハードディスクドライプを交換（ホットスワップ) 
してください)。 


N 8103 -90 実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくださ 






ハードウエア編 177 


プ□セッサー （ CPU ) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ® Processor ) に加えて、もう 1 つ CPU を増設することができま 
す。 



マザーボード 


異なる周波数の CPU が混在しないように、本体装置に搭載可能な CPU を確認 
Bto してください。 



オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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プロセッサーの取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略しています。） 


"~〇 CPU は大変静電気に弱い重子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触 
■to れて身体の静電気を逃がしてから cpu を取り扱ってください。また、 cpu の 
ピンを素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関する説明は115ページで詳しく説明しています。 


1. 11フページを参照して準備をする。 

2. 次の部品を取り外す。 

-サイドカパー （118 ページ参照） 

- CPU ダクトカパー （120 ぺージ参照) 


3. CPU ソケットの位置を確認する。 

4. CPU カバーを取り外す。 



5. ソケットのレバーを持ち上げる。 



レバーは止まるまで完全に開いてください。レパーは120度以上開きます。 
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6. CPU ソケットホルダを持ち上げ 
る 0 


7. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 




^ CPU の向きに注意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピン マークが あります。 CPU とソケット側のピン マークを 
確認して正しく取り付けてください。 


8. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てから CPU ソケットホルダを元 
に戻す。 




10. ヒートシンクまたは水冷ヒートシンクを取り付ける。 
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ヒートシンクの取り付けは、「ヒートシンクの取り付け（182ページ）」を参照して 
ください。 

水冷ヒートシンウの取り付けは、「水泠ヒー•トシンウの取り付け （184 ぺージ）」を 
参照してください。 

11. 取り外した部品を取り付ける。 

12. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 

1 3. Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ以上の 
CPU で運用する場合に以下の手順を行う。 

デパイスマネージャの「コンピュータ」のドライパが 「 ACPI シングルプロセッサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□ッサ PC 」 に変更し、メッセージに従っ 
て再起動後、システムのアップデート （61 ページ）を行います。 
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プロセッサーの取り外し 

CPU を取り外すときは、「プロセッサーの取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備を 
した後、手順10〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクまたは水泠キットは t — トシ 
ンクまたは水冷キットを水平に少しずらすようにして動かしてから取り外してください（この 
後の「重要」の2項を参照してください)。 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクまたは水冷キットの底にあるクール 
シートが CPU に粘着している場合があります。ヒートシンクまたは水 
冷キットを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクまたは水冷 
キットが CPU から離れたことを確認してから行ってください。 CPU に 
粘着したままヒートシンクまたは水冷キットを取り外すと CPU やソ 
ケットを破損するおそれがあります。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. SETUP を起動して 「 Main」—「Processor Settings」—「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(210 ページ参照)。 

CPU を交換した場合 

「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID お 
よび L 2 Cache Size が正常になっていることを確認する （2 10ページ参照）。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 
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ヒートシンクの取り付け 


次の手順に従って ヒート シンクを取り付けます。 



2. ヒートシンクを CPU の上に置く。 



3. 匕一トシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順序で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 

4. 匕一トシンクがマザーポードと水 
平に取り付けられていることを確 
認する。 




• 斜めに傾いているときは、し\つたんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 


— CPU が正しく取り付けられていない。 
- ネジで完全に固定されていない。 


固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 
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匕一トシンクの取り外し 

ヒートシンクを取り外すときは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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水冷匕一トシンクの取り付け 


次の手順に従つて水泠ヒートシンクを取り付けます。 




2. 水冷匕一トシンクを CPU の上に 
置く。 
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3. 水冷匕一トシンクをネジで固定す 
る。 


固定方法はヒートシンクの取り付 
けの手順3 (182 ページ）を参照し 
てください。 



4. ケーブルを接続する。 

接続するコネクタの位置を確認 
し、正しく接続してください。ま 
た、水冷ヒートシンク切換ジャン 
パスイッチ （ CN 6) を右囡のよう 
に設定する。 


EX3 〇 


水冷 t _ トシン 
クの場合 


〇 CX3 


標準ヒートシン 
クの場合 


ケーブル接続、ジャンパスイッチ 
の変更を間違えると水泠ヒートシ 
ンクの液漏れ監視、ポンプ回転監 
視が正しく行えません。 


FAN1 FAN5 CPU1 


.CPU2 




CN6 

CPU 1 一 
CPU 1 — 
CPU 2 一 
CPU 2 一 

P 1 一 FAN 5 
P 2 一 FAN 1 
P 1 一 FAN 4 
P 2 一 FAN 6 
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6. CPU ダクトカバーを取り付ける。 



水冷ヒートシンクの取り外し 

水泠ヒートシンクを取り外すときは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


胃-〇 7JC 令ヒートシンクの取り付け/取り外しを行った場合、システムのアップデー 
卜が必要になります。 

N8101 -402 水冷ヒートシンクに添付の Update CD 媒体を使用してシステ 
ムのアップデートを行ってください。 

• 標準ヒートシンクから水冷ヒートシンクに変更 

• 水冷ヒートシンクから標準ヒートシンクに変更 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体に取り付けられているマザーボード上の DIMM 
ソケットに取り付けます。 

マザーポード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あり、標準で 1 GB の DIMM が2枚、 
DIMM #1 1と#21に取り付けられています（標準で取り付けられている DIMM も交換すること 
ができます）。 

DIMM は2枚単位で DIMM group #1—#2—#3—#4—#5— #6の順に取り付けます。 



Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 






インタリーブ装置であるた 
め、2枚単位で増設してくだ 
さし、。また同じ Group 内に異 
なる仕様の DIMM を実装す 
ると正常に動作しません。 

メモリミラーリングやオン 
ラインスペアメモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては191ページを参照し 
てください。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は115ページで詳しく 
説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となります。 

• 水冷ヒートシンクを搭載する場合、 N 8 102-361 増設 8 GB メモリは使 
用でぎません。 
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• メモリは最大 48 GB (4 GBX 12 枚）まで増設できます。 

• 水冷ヒートシンクを搭載する場合、最大 24 GB (2 GBX 12 枚）となりま 
す。 

• POST や ESMPRO 、 オフライン保守ユーティリティのエラーメッセージ 
やエラーログでは DIMM コネクタのことを「グループ」と表示される場 
合があります。グループの後に示される番号は上図のコネクタ番号と一 
致しています。 




ハードウエア編 189 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


胃-〇 インタリーブ装置であるため、 Group 単位に2枚の DIMM ポードを増設してく 
■to ださい。1つの Group 内に異なった仕様"■の DIMM ポードを実装すると動作しま 
せん。 

* DIMM ボードの仕様は、 DIMM ポードに貼ってあるラベルに下記の内容で 
表示されています。 


1 . 11フページを参照して準備をする。 

2. サイドカノ（一を取り外す （ 118ページ参照)。 

CPU ダクトカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

3. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 


4. DIMM をソケットにまっすぐ押 
し込む。 



^ DIMM の向きに注意して<ださい。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
| p ^ l の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 


胃-〇 DIMM は2枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセツト使用し 
■to てください。メモリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに以下の内容で 
表示されています。 


5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. 本体の電源を 0 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になつていることを確 
認する （2 15ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「YesJ にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 

9. Windows Server 2003を使用している場合は、ページングファイルサイズを推 
奨値（搭載メモリ x 1.5) 以上に設定する （34 ページ参照)。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 



Wr~io\ 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエ 
ラーメ'ソセージを確認して、取り付けている DIMM ソケット （ Group ) 
を確認して < ださい。 

• DIMM は最低2枚搭載されていないと本体装置は動作しません。 


1. 11フページを参照して準備をする。 

2. 118ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

120ページを参照して CPU ダクトカバーを取り外す。 

3. 取り外す DIMM のソケットの 
両側にあるレバーを左右にひ 
ろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り 
外せます。 

4. 手順2で取り外した部品を取り 
付ける。 

5. 本装置の電源を 0 INI にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

6. SETUP を起動して 「 Advanced 」—「 MemoryConfiguration」—「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする 
(2 15ページ参照)。 



「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは212ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害(複数ビット障害)を自動的に修正する 
「 Chipkill (チップキル） ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインス 
ペアメモリ機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


胃-〇標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
Bto 能」を同時に利用することはできません （「 Chipkill (チップキル） ECC メモリ」 
機能はどの状態においても機能します)。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ間またはメ 
モリブランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 





















192 オプションの取り付け 


メモリミラーリング機能 

メモリミラー 1 J ング機能とは、メモリブランチ圊で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 


Group# 1 


Group#2 I 


データ1 


データ1 

データ2 


データ2 

データ3 


データ3 

データ4 


データ4 


マザーボード 


メモリコント □— ラ 


メモリプランチ#0 


メモリプランチ#1 



PaI オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 

ItevH されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（202 ページ）を参照して、 SETUP を起動し 
t こら、 次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくださ 
い。 

「 Advanced 」 一 rMemory Configuration サプメニュ _」 一>• 「Memory RAS Feature 」 
— 「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 

Group #1と Group #2 -»Group #3と Group #4一 Group #5と Group #6 

次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 
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メモリミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は、 BIOS Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがヴレーアウ ト 状態になり設定が変更できなくなります。このような状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1. BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. POST 中に 「 F 2」 キーを押し 、 BIOS Setup メニューに入る。 

3. 「 Exit」-►「Load Setup Defaults 」 を選択 0 

4. 「Load default confjgutation now ?」 と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

5. 1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。 


例 

メモ U セツト 

メモリセツト 

メモ U セツト 

メモリ容量合計 

Group # 1 

Group #2 

Group # 3 

G 「 oup #4 

G 「 oup #5 

G 「 oup #6 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

— 

— 

— 

— 

4 GB 

2 GB 

2 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

— 

— 

6 GB 

3 GB 

3 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

— 

— 

8 GB 

4 GB 

4 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

8 GB 

4 GB 

5 

標準 2 G 巳 

増設 2 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

10 GB 

5 GB 

6 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

10 GB 

5 GB 

7 

標準 2 G 巳 

増設 2 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

— 

- 

12 GB 

6 GB 

8 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

12 GB 

6 GB 

9 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

14 GB 

7 GB 

10 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

14 GB 

7 GB 

11 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 4 GB 

増設 4 G 巳 

16 GB 

8 GB 

12 

標準 2 G 巳 

増設 2 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

16 GB 

8 GB 

13 

標準 2 GB 

増設 2 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

20 GB 

10 GB 

14 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

24 GB 

12 GB 

15 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

48 GB 

24 GB 


Load Setup Defaults が実行されると、他の Setup 設定も Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設定を行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機能 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリプランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることにより、運用している Group の DIMM で訂正可能な エラー が発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1枚あたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つ以上の Group にメモリを搭載してください。メモリブランチ間 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリブランチ#0は4枚 （2 つの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリブランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリプランチ#0 
とメモリブランチ#1の総容量が異なっていても動作します）。 

• 「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（202 ぺージ）を参照して、 SETUP を起動した 
ら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced」「Memory Configuration サブメニュー」一 「 Sparing 」 一 rEnabled 」 

• 各メモリブランチ内のメモリは次の順序で搭載してください。 

メモリプランチ#0 : Group #1— Group #3- > Group #5 
メモリブランチ# 1 : Group #2 —Group #4 ^Group #6 

次のようなスペアリンク'は構築または設定することができません。 


異なるメモリプランチへのスペアリング 
任意のメモリをスペアに指定 

スペアに指定される Group は同ーメモリプランチ内で一番大きい Group 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。なお、 
次のパターンはメモリブランチ#0でのものですが、メモリプランチ#1でも同じパターンとな 
ります。 


例 

メモ IJ ブランチ#0 

メモリ容量合計 

Group # 1 

G 「 oup #3 

Group #5 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

増設 1GB 

増設 1GB 

- 

2GB 

1GB 

2 

増設 1G 巳 

増設 1GB 

増設 1GB 

3GB 

2GB 

3 

標準 2GB 

増設 2GB 

- 

4GB 

3GB 

4 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

6GB 

5GB 

5 

増設 4GB 

増設 4GB 

— 

8GB 

6GB 

6 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4G 巳 

12GB 

10GB 

7 

増設 8GB 

増設 8GB 

— 

16GB 

12GB 

8 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8G 巳 

24GB 

20GB 


オンラインスペアメモリはメモリコント□—ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設定します。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数）一物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量X搭載数） 一 （物理メモリ容量/ 2) =論理メモリ容量 

本装置でサボートしているメモリは以下のとおりです。 

—N81 02-3 13増設1 GB メモリ： Single Rank 
—N8 102-31 4/315/316増設 2GB/4GB/8GB メモリ: Dual Rank 
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ケーブル接続 

本装置のケープル接続を示します。 


インタフェースケーブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケープルの接続の一例を示します。 


標準構成 

標準構成での接続例です。マザ ーボー ド上の ボー ド装着コネクタ (PCIe #6) は ハー ドディスク 
ドライブを搭載する ハー ドディスクドライブペイに接続されています。 


PCIe #5 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 
PCI-X #1 


マザーポー ド 


PCIe #6 


RAID コント□ーラ 

I ^ IDE ~~ L 


(IDE デバイス） 


光ディスクドライブ 


n 


ID2 


IDO 


5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 


八ードディスク 
はオプション。 


SAS ケープル 


IDE ケーブル 
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3.5 インチ HDD ケージを増設する場合 

3.5 インチ HDD を5台以上搭載する場合には、この構成パターンとなります。 

マザーポード上のポード装着コネクタ (PCIe #6) はハードディスクドライプを搭載するオプ 
シヨンの 3.5 インチ HDD ケージに接続します。 



5.25インチ 
デバイスペイ 


3.5 インチ 
HDD ケージ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 
































































198 ケープル接続 


内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載した場合 

内蔵 SCSI ファイルデパイスを搭載する場合は、別売の SCSI コント□ーラと SCSI ケーブルが必 
要です。 



Bgn 


• 搭載できる SCSI デバイスは2台までです。 

• 内蔵 SCSI デバイス（ハーフハイト）を2台搭載する場合、標準搭載の 
光ディスクドライブを5インチベイ最上段に移動してください。 


接続可能な SCSI コント□—ラ： N 8103-75、 N 8103 -95 
使用する SCSI ケープル： K 410 -68 A (00) 内蔵 SCSI ケープル 

K 410-68 A (00) 内蔵 SCSI ケーブルは、終端コネクタが取り付けられています。接続している 
デパイスすベて終端の設定を「無効」にしてください。各種設定については、デパイスに添付 
の説明書を参照してください。 

ファイルデパイスは、 SCSI 転送レートの設定などをしておく必要があります。転送レートに 
ついてはデパイスに添付の説玥書を参照してください。設定は、 SCSI コント□—ラの BIOS 
ユーティリティを使用します。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクペイ 

八ードディスク 
はオプション。 


SAS ケープル 


IDE ケープル 


SCSI ケープル 
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Disk 増設ユニットを RAID システムにする場合 

Disk 増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用のデ 
パイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。オプションのディスクアレイコント□—ラ 
( N 8 103-90) を取り付けた本装置はこれらのデパイスを1台または2台接続できます。接続台 
数などの詳しい説明については、 RAID コントローラおよび Disk 増設ユニットに添付の説明書 
を参照してください。 


"~〇 Disk 増設 ユニッ トには、八ードディスクドライブが添付されていません。別途 
購入してください。 


Disk 増設ユニットと接続するためには、オプションのケープルが必要となる場合があります。 
詳しくは、 Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを接続後、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使って、 Disk 増設 
ユニットを RAID システム （RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5) に設定してください。設定の詳細と 
その方法については、オプションのディスクアレイコント□—ラ( N 8 103-90) に添付の説明 
書、「3ソフトウエア編 Universal RAID Utility 」(303 ページ)を参照してください。 

Disk 増設ユニットを RAID システムに設定すると、 Disk 増設ユニットに取り付けたハードディ 
スクドライブのうちのどれかが故障しても、オプションのディスクアレイコントローラ 
( N 8 103-90) が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧するこ 
とができます（電源が ON のまま故障したハードディスクドライプを交換（ホットスワップ) 
してください）。 


W-O N 8103 -90 実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくださ 
nra い。 


PCIe #5 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 

pax #i 



5.25インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


SAS ケーブル 


IDE ケーブル 





















































200 ケープル接続 


電源ケープル 


本体内部の電源ユニットの接続の一例を示します。 

標準構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています （Pnn _ nn: 数 
字)。コネクタ番号と接続される内蔵デパイスは以下のとおりです。 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


電源ケーブル 
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5.25 インチ 
デバイスベイ 



3.5 インチ 
八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


電源ケーブル 


3.5 インチ HDD ケージを増設した構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています (Pnn •nn: 数 
字）。コネクタ番号と接続される内蔵デパイスは以下のとおりです。 





















































202 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインス|ルされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージョンがインストールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 
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本体の電源を 0N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 ロゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to boot 
from Network 


ここで <F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter passwordC 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが, 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


► System 



設定項目 


► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

_ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

， FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event FiLtering: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

[ 20] 

[EnabLed] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values F9 Setup Defaults 

L Enter Select 卜 Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

□ カーソルキー (t , i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー（—、 —） 

Main や Advanced 、 Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します0 

□ <一>キー/<+> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「〉 キー 

選択した パラメータの 決定を行うときに押します。 

□ <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 


□ く F9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をボします。 


日付 • 時刻関連 


「Main」—「System rime」、「System Date」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power On」 

- POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-LINK」—「Last State」 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デノ（イスの順番を変える 

「Boot」 —起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

I7\d\/anced」 一 rBoot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムから： 「Advanced」—[Advanced Chipset Control J 

― rWake on Ring」—「Enabled」 

RTC のアラームが 6 : rAdvanced J ^「Advanced Chipset Control」 

— rWake on RTC Alarm」—「Enabled」 

HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」— それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」-<•「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status」 ―表示を確 
認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は以下のよう 
に対応しています。 
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Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest 」「 Yes 」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」「Processor Settings」 -►表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」「Processor Retest」—「Yes」— 再起動すると 
クリアされる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 ― 「NumLock」—fOnJ (有効）/ fOffJ (無効：初期値) 
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ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」一►「Yes」 



BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」 パスワードを入力する 
管理者パスワード （Supervisor)、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデパイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデパイスに対して設定をする 

RA 旧コン ト ローラを 取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」-►「PCI Slot n Option ROMJ -►「Enabled」 
n： PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

fAdvancedJ -*•「ResetConfiguration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 rExit Discarding Changes」 ま r こ(忒 「Discard Changes」 

巳 I 0 S の設定をデフオルトの設定に戻す Oli 荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」一► rLoad Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」一► 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Serve 「メニュー 
• 巳 00 1 メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<巳1^6「>キ_を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デパイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデパ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （210 ページ参照)。 

し a 门 guage 

[English (US)] 

Frangais (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italian。（IT) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

112 

Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 

Processor Speed Setting: 

1860 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 1 CPUID: 

06 F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Processor 2 CPUID: 

Not Installed 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「N0」に切り替わります。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示します。 
「Disabled」 はプ□セッサの故障、 「Not 
Installed」 は取り付けられていないことを、 
「Error」 はプロセッサの強制起動を示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プロセッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうがを設定します。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能を未サボートのプロセッサーが搭載 
された場合には、設定が 「 Disabled 」 固定に 
なります。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced _ 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


Num し ock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


胃™〇 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニユー 


Advanced メニューで 「 MemoryConfiguration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature. 

DIMM Group #1 Status 

Normal 


DIMM Group #2 Status 

Normal 


DIMM Group #3 Status 

Normal 


DIMM Group #4 Status 

Normal 


DIMM Group #5 Status 

Normal 


DIMM Group #6 Status 

Normal 


Memory Retest: 

[M 


Extended RAM Step: 

[Disabled] 


Memory RAS Feature: 

[Interleave] 


Sparing: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •■- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1 -#6 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 


Not Installed 

ます。 「 Disabled 」 はメモリの故障 、 「Not 


Error 

Installed 」 はメモリが取り付けられていない 
ことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動を示し 
ます（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11、#21 

Group #2: DIMM #31 、 #41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 
なお、本装置に搭載される DIMM はインター 
リープタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 


Yes 

時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

nMB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 


1 KB 

す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 


Every Location 

ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 


[ Disabled ] 

テストを行います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となりく F 2>、 く F 4>、 
< F 12>、 く Esc > キーは無視されます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方式で運用 
する （ Interleave ) か、メモリミラーリング 
機能を使用する （ Mirror ) を選択する。機能 
の詳細についてはオンラインスペアメモリ 
機能 （194 ページ）を参照してください。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Enter> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot 1Option ROM 

[EnabLecH 

controller. 

PCI Slot 2 Option ROM 

[EnabLecH 


PCI Slot 3 Option ROM 

[EnabledH 


PCI Slot 4 Option ROM 

[EnabLedn 


PCI Slot 5 Option ROM 

匸 Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[EnabLedD 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-6 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI スロツトに接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効にするが無効にす 
るかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


irO RAID コント ローラ や LAN ポード ( ネットワークブート)、 Fibre Channel コン 
Bto 卜□ーラで、 os がインス!ルされたハードディスクドライブを接続しない 

場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンポード上のビデオコントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□—ラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

：IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 


Parallel ATA: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


割り込みべース 1 / ◦アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
Bto した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのペース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8 h ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのペース I/O アドレ 
スを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Interrupt 

[IRQ 3] 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 


IRQ 4 

ます。 

USB Controller 

Disabled 

USB コントローラの有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel AT A 

Disabled 

マザーボード上のパラレル ATA コント□— 


[ Enabled ] 

ラの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
■to た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security ■ 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


User Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

cBTOft] 

[Enter] 

controls access to the 
setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


► Security Chip Corvnguration 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• OS のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Enter > キーを押してサブメニューを表示させてか6設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うがを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<巳は6「>キ_を押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Enter 〉 キーを押すとスーハバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にス_ハ°パイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDE ハードディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチ抑止機能を有効にするか並 
効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]: 出荷時の設定 


Security Chip Configuration サブメニュー 

Security メニューで 「SecurityChip Configuration 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Security ■ 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support : [Enabled] 

Current TPM State: Disabled and Deactivated 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Support 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
(Superviser Password を Set すると選択可 
能になります。） 

Current TPM State 

— 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Serve 「メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は選択 
後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[EnablecO 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

BSP で FRB レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが 4 存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンから〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□—ラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどラかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す0 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ni 中 

5 X 疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


W-O 無停電電源装置 （ UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
Hlk ヨ を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 
user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ)。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレス有 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデパイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Server メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente「> キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するポーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダクションを POST 終了後に継 
続して実行する機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセットを有効にするがどラかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Confi 吕 uration サブメニュー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration」 を選択し、く Enter> キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server ■ 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

[^.168.001.001] 

Display IP Address. 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.000] 


Default Gateway 

[000.000.000.000 ： 


DHCP: 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP: 

[Disabled] 


HTTP Port Number: 

[ 80] 


HTTPS: 

[Disabled] 


HTTPS Port Number: 

[ 443] 


Command Line Interface 



Telnet : 

[Disabled] 


Telnet Port Number: 

[ 23] 


SSH: 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [ Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンパーを設定します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンパーを設定します。 

Command Port Number 

- 

- 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ トナンパ を設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ _ トナンパ _ を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 


Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Enter> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server _ 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< i >キー/< t >キー、<+>キー/ <-> キー、< 
Home> キー /<End> キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 
Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description : 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specitic Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:Older SEL 

Home:Newer SEL 
End :0lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大 2 分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

參 BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 

プユーティリティの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
てください)。 

參 Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

參 本体装置にパンドルされている管理ソフト 「 DianaScope 」 をご使用の 

場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のパックアップを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デパイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライプ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

US 巳フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

US 巳フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライプ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八ードディスクドライプ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 0 C 00 J が LAN 1 、 「Slot 0 C 01」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデパイスを検出すると、該当する表示項目にそのデパイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデパイスから起動させるためにはそのデパイスを 
起動デパイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを選択後して <X> キーを押すと、選択したデパイスを起動デパイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デパイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデパイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に <Shift> キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデパイスを有 
効.無効にすることができます。 

3. <! >キー/<丨 >キーと <十>キー/<_>キーで登録した起動デパイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デパイスの位置へ<丨 >キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

| Exit | 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■•- Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?J の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。「1\1〇」を選択すると Exit メニューに戻ります。 


參 モデルによっては、出荷時の設定とデフオルト値が異なる場合がありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた 
設定に直す必要があります。 


Loaa Custom Defaults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□—ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom DeTaults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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■ J セツトとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


0S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
ito まいます。八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


胃-〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
Bto OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者が 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説玥する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


W-O 參 CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セットアップユーティリティ 

Bfai の設定内容がすべてデフオルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンノ\°の設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 

の原因となります。 



CMOS メモリの 
クリア （ JBAT ) 
左側2ピンで保護 
右側2ピンでクリア 


パスワードクリア ( J 7) 
左側2ピンで保護 
右側2ピンでクリア 
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次にクリアする方法を示します。 


A® 
㉚ 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

A 

• 中途半端に取り付けない 
春指を挟まない 

• 高温注意 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
BBai どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は115ページ 
で詳しく説明しています。 


CMOS クリアの手順 

1 . 117ページを参照して準備をする。 

2. 118ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保護」から「クリア」に変更する。 

胃_〇 • 本体のジャンパピント2に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよう注意してください。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

6. POST 中に <F2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動して設定 
し直す。 


















234 リセットとクリア 


パスワードクリアの手順 

1 . 117ページを参照して準備をする。 

2. 118ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保護」から「クリア」に変更する。 




4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

5. POST 中にく F2> キーを押して巳 IOS セットアップユーティ U ティを起動して設定 
し直す。 

6. 118ページを参照して、レフトサイドカバーを取り外す。 

7. ジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

8. 本体を元どおりに組み立てる。 


• 本体のジャンノ （ ピン1 -2 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよう注意してください。 
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割り込みライン 


割り込み ラインは、 出荷時に次のように割り当てられて います。オプションを 増設 するとき な 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

13 

数値演算プロセッサ 

2 


14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

VGA 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

PCI 

18 

LAN1 

7 

PCI 

19 

LAN2 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

BMC IRQ 

23 

USB 

12 

マウス 
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RAID システムのコンフィグレーシヨン 

ここでは、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103-116相当内蔵)を使用して、内蔵のハー 
ドディスクドライプを RAID システムとして使用する方法について説明します。オプションの 
ディスクアレイコントローラ （ N 8103 -90) /オプションの RAID コントローラ( N 8 103-117) 
による RAID システムの使用方法については、オプションに添付の説明書などを参照してくだ 
さい。 


RA 旧に *3 いて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスウの冗長配列となり、八ードディスクドライプを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスウアレイ（ディスクグループ） 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量ハードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -116 相当内蔵))では、1つのディスクグループを複 
数の論理ドライブ(パーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらのパーチャ 
ルディスウは、 RAID コント□—ラからそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識され 
ます。 RAID コント□—ラからのアクセスは、ディスクヴループを構成している複数のハード 
ディスクドライプに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レペルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を美現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中で本体装置内蔵 
の RAID コントローラ ( N 8103 -116 相当内蔵)がサポートする RAID レペルは 、 「RAID 0 」 「RAID 
1 」 「RAID 5 」 「RAID 6」 「 RAID 10 」 「RAID 50」です。ディスウヴループを作成する上で必要 
となるハードデイスウドライブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認し 
てください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 〇 

1 

8 

RAID1 

2 

2 

RAID5 

3 

8 

RAID6 

3* 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID50 

6 

8 


* シームレスセツトアップで RAID 6 を選択するには同一容量のハードデイスクドライプが4台以上必要です。 


W ~0 本体装置内蔵の RAID コント ローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵）で 「RAID 5」 
Bto 「RAID 6 」 rRAID 50 J をご使用の場合は、 S ! l 途 N 81 03-1 19 RAID アップ 
グレードキットを増設してください。 


各 RA 旧のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （ 239 ぺージ）を参照してください。 


ディスク グループ (Disk Group) 


ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コント□ーラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)にハードディスクドライ 
ブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 

RAID コント □_ ラ 



ハードデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 


(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 
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パーチャルディスク (Virtual Disk) 

パーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なパーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□—ラ当たり最大64個になります。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)にハードディスクドライ 
ブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 5 のパー 
チャルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 108 GBI 



ハードディスク 
ドライブ1 


ハー ドデイスウ 
ドライプ2 


ハードデイスク 
ドライブ3 


(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライプが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスウドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホツトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成されたロジカルドライブ配下のハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備のハー 
ドディスクドライプです。ハードディスクドライプの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライプを切り離し(オフライン）、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ （N 8103 -1 16相当内蔵)がサポートしている RAID レベルに 
ついて詳細な説明をします。 

本体装置内蔵の RAID コントローラ(N81 03- 116相当内蔵）がサボートする RAID レベルは、 
「RAID 0」 「RAID 1」 「RAID 5」 「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 50」です。 


RA 旧レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライビング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X ハードディスクドライブ台数 

RAID1 

ミラーリング 

あり 

ハードディスクドライプが2台必要 
容量 =八ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID5 

データおよび冗長データ 
のストライビング 

あり 

ハードディスクドライプが3台以上必要 
容量 =八ー ドディスクドライブ1台の容量 
x (ハー ドディスクドライブ台数- 1) 

RAID6 

データおよび二重化冗長 
データのストライビング 
あり 

あり 

ハードディスクドライプが3台以上必要 
容量 =ハー ドディスクドライブ1台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライビング 

あり 

八ードディスクドライプが4台以上必要 
容量 =ハー ドディスクドライブ1台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数 +2) 

RAID50 

RAID5 のストライビング 

あり 

A- ドディスクドライプが6台以上必要 
容量=八ードディスクドライプ1台の容量 
x (ハー ドディスクドライプ台数- 2) 


本体装置内蔵の RA 旧コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵）で 「RAID 5」 
「RAID 6 」 「RAID 50」をご使用の場合は、 S ! l 途 N 81 03-1 19 RAO アップ 
グレードキットを増設してください。 
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「 RAID 0」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライプ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライプに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


mm 


RAID 0 はデータの冗長性がありません。八ードディスクドライブが故障する 
とデータの復旧ができません。 


「 RAID 1 J について 


RAID コント□—ラ 


^ - ^ 


^ - ^ 


-- * 

ハード 
ディスク 
ドライプ1 


八ード 
ディスク 
ドライプ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ4 


ストライプ2 


ストライプ5 


ストライプ3 


ストライプ6 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□—ラ 



ハード 
ディスク 
ドライプ1 



ハード 
デイスク 
ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID5 」 について 


RAIDO と同様に、データを各ハードディスクドライブへ r ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ)も各ハードディスクドライプへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 

デー■夕をストライプ ( X )、 ストライプ (x+1)、 そしてストライプ ( X ) とストライプ (x+1) から生成 
されたパリティ （ X ， x+1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ1台分の容量になります。ロジカルドライブを 
構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題な く データが使用 
できます。 


RAID コントローラ 



、_ 一 


、 -〆 


* - - 

八ード 
デイスク 
ドライブ 1 

-^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ 2 

^-^ 


ハード 
デイスク 

ドライブ 3 

^- 〆 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 




ストライプ4 


パリティ （3,4) 


ストライプ3 




パリティ（5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID6 」 について 


RAID5 と同様に「ストライピンク」方式で記録しますが、通常のパリティ （P) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （Q) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライピンヴ」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスウドライブ2台分の容量にな 
ります。ロジカルドライプを構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 








「 1 

1 

1 


-- - 


、 - ノ 


_ ^ 


^-^ 

八ード 
デイスク 
ドライブ1 


八ード 
ディスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライプ3 


ハード 
ディスク 
ドライブ4 


ストフイプ1 


ストライプ2 



ストライプ4 


八°リティ P (3,4) 



パリティ P (5,6) 


パリティ Q (5,6) 

パリティ Q (7,8) 


ストライプ7 


パリティ P (1,2) パリティ Q (1,2) 


ハ。リテイ Q (3,4) 


ストライプ3 



ストライプ5 


ストライプ6 

ストライプ8 


ノリティ P (7,8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライプへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピンヴ」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



RAID コント□—ラ 








r 

r 1 

1 


广 へ 


ぐ —^ 




ノ 

ハード 
デイスク 
ドライブ1 

^-> 


ハード 
ディスク 
ドライブ2 

^- 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 
^- ン 


八ード 
ディスク 
ドライブ4 

^-^ 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


八 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


RAID 1- 


▲ 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストフ1ノ 6 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


▲ 


RAID 1- 


▲ 


RAID 0 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライプへ「分散パリティ付きストライピンク'」で分散し、さら 
にそれらを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID5 の高信頼性を同時に実現することができます。 


ディスク 
ドライプ1 


ストライプ1 


ストライプ6 


パリティ(9, 10) 


▲ 


RAID コント□—ラ 


r t T 

ご -^ ^ - -v. r - v 

-- 一 - -- 、- 〆 

ハード 八ード 八ード 


ディスク 
ドライプ2 


RAID 5 . 


デイスク 
ドライプ3 




ストライプ2 



パリティ（5, 6) 



ストライプ9 



パリティ（1,2) 


ストライプ5 


ストライプ10 


ストライプ3 


ストライプ8 


パリティ（11, 12) 


RAID0 



ストライプ4 


パリティ(7, 8) 


ストライプ11 


RAID 5 



パリティ(3, 4) 


ストライプ7 


ストライプ12 


▲ 
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本体装置内蔵の RA 旧コントローラのコンフイグレーシヨン 


本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-116相当内蔵)を使用して、内蔵のハードディスク 
ドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-1 16相当内蔵)が持つ機能を説明します。 


■ J ビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、ハードディスクドライプに故障が発生した場合に、故障したハードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。 『 RAID 1』 や 『 RAID 5』、『 RAID 6』 など、冗長 
性のあるパーチヤルディスクに対して実行することができます。 


マニュアルリビルド(手動リビルド) 


本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)の管理ユーティリティ 「 WebBIOS 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し、手動で実施するリビルドです。ハードディスクドラ 
イブを選択してリビルドを実行することができます。 


オートリビルド(自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能です。 

才ートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 

• スタンパイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、パーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライプに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクドライプをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 



リビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

參 リビルドに使用する八ードディスクドライブは、故障した八ードディスク 
ドライブと同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してください。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

參 リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万が一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドが再 
開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてから新しい八ードディスクド 
ライブを実装するまでに、90秒以上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パト□-ルリード 

パト□—ルリード (Patrol Read) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ぺリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、パーチャルディスクやホットスペアに割り当 
てられているすべてのハードディスクドライプに対して実行することができます。 

パトロールリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出 • 修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスウを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復すること 
ができます。 

w-O 

W 与 

パトロールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 

本体装置内蔵の RA 旧コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)は、工場出 
荷時にパトロールリードが有効 [ Enable ] となっています。 


• 

パト□-ルリードの設定を変更するには 、 Universal RAID Utility を使 
用します。 


• 

パトロールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開しま 
す0 


整合性チェック 

整合性チェック (Check Consistency) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です。 「RAID 0」以外の冗長性のあるパーチャルディスクに対して実行することができま 
す。また、ホットスペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 Web 巳 I0S や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チエツウは整合性をチエツクするだけでなく、実行中に検出したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 



整合性チェックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開しま 
す。 

參 整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS 、 もしくは、 

Universal RAID Utility の raidcmd コマンドとオペレーテイングシス 
テムのスケジューリング機能などを組み合わせて行えます。 
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パックグラウンドイニシャライズ 


5台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクヴループに RAID 5 のパーチャル 
ディスウを作成した場合、および7台以上のハードディスクドライプで構成されたディスウヴ 
ループに RAID 6 のパーチャルディスウを作成した場合、自動的にパックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize ) が実施されます。パックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してパックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、以下の場合はパックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• パックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、パーチャルディスウの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• パックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チヱックを実施し、正常に完 
了している場合 

• パックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
し'!る場合 ( RAID 5 のみ） 

• パーチャルディスウ作成時に 、 rDisable BGIJ の設定を 「 Yes 」 に設定した場合 

• パーチャルディスウが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の場合はパックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦パックグラウンドイニシャライズが完了しているパーチャルディスクに対して以下 
の操作を行った場合は、再度パックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスウが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライプに Make Online を実施し、パーチャルディスクが Optimal 
しなった場合 

• RAID コント□ー ラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライプ 
5台以上の RAID 5 構成に変更した場合 

• 既存のパーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、ハードディスクドライプ 
7台以上の RAID 6 構成に変更した場合 


»rO 

W 与 

バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してくだ 
さい。 


• 

バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低 
下します。 


• 

バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクション 

リコンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のパーチヤルディスクの RAID レペルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクション機能には以下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)では Migration with addition のみを 
サポートしています。 

两~〇 リコンストラクションは、 WebBIOS で行います。 Universal RAID Utility は 
ito リコンストラクシヨンをサボートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-1 16相当内蔵)では未サボートです。 

Migration only 

本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)では未サボートです。 


Migration with addition 

既存のパーチャルディスクにハードディスクドライプを追加する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです 。 （a :追加するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID 0 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 0 

1 台 

RAID 1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID 0 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 0 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 
(a =2 以上） 

ハードディスクドライプ 
a -2 台分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 0 

2 +a 台 

ハードディスクドライプ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 5 

2 +a 台 

八ードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 6 

2 +a 台 

八ードディスクドライプ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a -1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 0 

x+a 台 

八ードディスクドライプ a +2 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 6 

X 台 

RAID 6 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の 
パーチャルディスクにも実行することができますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

參 リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

春構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシヤライズが実行される場合があります。 


例） RAID 5 のバーチャルディスクの Migration with addition 

以下は、 36 GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID 5 のパーチャルディスク 
に、 36 GB ハードディスクドライプを1台追加する場合の例です。 



【実行前】 
容量= 72 GB 



バーチャルディスク (RAID 5) 




36 GB 


36 GB 


36 GB 


36 GB 


【実行後】 
容量= 108 GB 























































248 RAID システムのコンフイグレーシヨン 


WebBIOS を使用する前に 

「 WebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能および注意事項をご覧ください。 


サボート機能 

• ハードディスクドライプのモデル名/容量の情報表示 

• ハードディスウドライブの割り当て状態表示 

• パーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定 

— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定 

• パーチャルディスクの設定情報.ステータスの表示 

• パーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーシヨンのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チIックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


パーチャルドライブ作成時の注意事項 

1. DG を構成する八ードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用し 
てください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください。 

3. 本体装置内蔵の RAID コント□-ラ ( N 8103 -1 16相当内蔵)に 0 S をインストール 
する際は、 0 S インス I ル用の VD のみを作成してください。 

4. WebBIOS は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 





ハードウエア編 249 


5. WebBIOS の Physical Drive と Universal RAID Utility の物理デバイスの対応は、 
以下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical Drives 欄で表示するポート番号* 

* Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、コネクタ番号：スロット番号 
を表します。本装置では、コネクタ番号は未サポートのため「0」と表示さ 
れ、エンクロージャ番号は常に「1」になります。スロット番号は「0〜7」 
で表示され、 2.5 インチディスクベイのス□ット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスのプロパティで表示するエンクロージャ番号とス□ット番号 

WebBIOS の Physical Drives 欄に表示するス□ット番号は〇から始まる番号ですが、 
Universal RAID Utility のス□ツト番号は1から始まる番号ですので注意してくださ 
い。 


WebBIOS の Physical Drives 表示画面 



Universal RAID Utility の物理デパイスのプ□パティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

WebBIOS の起動 

1. 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 [ Esc ] キーを押してくださ 
し、。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. POST 画面が表示されたらく Ct 「 l >+< H > キーを押して WebBIOS を起動します。 
【 POST 画面イメージ（バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS-MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) XXXX LSI Logic Corporation 
HA -X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS PCI 8708 EM2 
FW package: X.X.X-XXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 
Press <CtrlxH> for WebBIOS 


POST 中はく Pause 〉 キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくださし 、0 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に表示される [Adapter Selection ] 画面です。 WebBIOS を用いて 
操作を実施するコントローラを選択し、 " Start " をクリックしてください。 



[Adapter Selection ] を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 



胃"〇 • Physical Drives 欄で表示される番号 ( X : X : X ) は、ポート番号：エンク 

口ージャ番号：スロット番号を表します。 

• スロット番号は、 3.5 インチディスクベイのス□ット番号を表します。 
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Adapter Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Adapter Properties ] をクリックすると、設定情報を表示すること 
ができます。 



設定情報画面にて [ Next ] をクリックすると、詳細設定を表示することができます。 






Back 


設定情報画面は次のページにもあります。 [ Next ] をウリツクすると、次のページの詳細設定を 
表示することができます。 



| # Submit | ^ Reset | 


l3 Home 」 


• Back 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

パッテリのプロパティ画面を表 
7T ： します 0 

- パッテリ搭載時 : Present 
- パッテリ未搭載時： None 

— 


Set Factory Defaults 

No 

Yes 

本製品の設定をベンダ出荷時の 
状態に戻します。 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 

- 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

可 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

- 

不可 


Coercion Mode 

None 

128MB-way 

1 GB-way 

- 

不可 


PDF Interval 

300 

- 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled : アラームなし 

不可* 2 


Cache Flush Interval 

4 

- 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

— 

不可 


Spinup Delay 

12 

一 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

可 


Maintain PD Fail History 

Disabled 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

可 



*1 Set Factory Defaults を実施すると NEC の工場出荷時の設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 

* 2 Alarm Control を Enabled に設定しても、ビープ音による異常報告はされません。 

設定値変更方法 

[Adapter Properties ] 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[ Submit ] ボタンをクリックして設定値を確定してください。 

確定した後は [ Back ] もしくは [ Home ] ボタンをクリックして Main Menu に戻ってください 0 
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バッテリを搭載した場合 

オプションのパッテリ （ N 8103 -120) を搭載している場合 、 [Adapter Properties ] 詳細設定画面 
の " Battery Back Up " のステータスが" Present " と表示されます。 

[ Present ;] をクリックすると下記のパッテリステータス画面が表示されます。 



胃""® 上記プ□パティ画面において ” Auto Leam Period " , "Next LeamTime ■’お 
よび ” Leam Delay Interval " は設定変更不可です。 



• バッテリが充電状態のとき、 Status は" Charging" となります。 

バッテリが放電状態のとき、 Status は" Discharging” となります。 

• バッテリ交換後、装置の電源をオンしても直ぐに充電状態に遷移しない 
ことがあります。数時間程度装置を通電した後、再度 Status を確認して 
ください。 
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Scan Devices 

Web 巳 IOS トップ画面にて [Scan Devices ] をクリッウすると、接続されているハードディスク 
ドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスクドライブを接 
続した際に有効です。 


"~〇 • 新たに接続した八ードディスクドライブに他のコンフィグレーション情 

報が保存されている場合、下記の [Foreign Configuration ] 画面が表示 
されます。そのまま新規八ードディスクドライブとして使用する場合 
は、 " Clear " をクリックしてくださしヽ。新たに接続した八ードディスク 
ドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

• 新規に接続した八ードディスクドライブ使用して Universal RAID 

Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーションが 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能で他 
のコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAD Utility には本機能はありません。 
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Fasti nit alize 
Slow Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drh/e (Current = 0) 


^ Go | jQ Reset I 





Virtual Disks 


WebBIOS トップ画面にて [Virtual Disks ] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 





mm 


VD が存在しない場合は、画面右上の欄に VD が表示されません。本操作画面は 
VD が存在するときに使用してください。 


MefiaRAID BIOS Configure ion Util it v Virtu 彐 Di 


厂厂厂厂厂 
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Physical Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Physical Disks ] をクリックすると、接続されている Physical Drive 
(ハードディスクドライブ)に対する操作画面が表示されます。 



胃-^ PD が存在しない場合は、画面右上の欄に P □が表示されません。本操作画面は 
ito pd が存在するときに使用してください。 
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確認する Physical Drive をクリックして選択する。 
P 「 〇 perties のチェック欄をクリックする。 

Go をクリツクする。 



Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の確認は以下の手順で行います 。 Physical Drive 0:0:0の Property を 
確認する例を説明します。 


以下のプ□パティ画面が表示されます。 



①②③ 
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ConTiguration Wizard 

接続したハードディスクドライブを用いてパーチャルディスウを構築する機能です。本機能に 
ついては次項"パーチャルディスクの構築”にて説明します。 


Adapter Selection 

本体装置内蔵の RAID コントローラ （ N 8103-116相当内蔵)のアダプタの設定を行うために、 
WebBIOS にてコントロールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トツプ画面よ 
り [Adapter Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される [Adapter Selection ] 
画面が再度表示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリックすると、 DG を構築しているハードディスクドライブの情報が表示 
されます 。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イペント情報を確認する画面です。 

Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

WebBIOS トップ画面より [Exit] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [Yes] をクリツウしてください。 



WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて、 VD (パーチヤルディスク)を構築する手順を説明します。 


ConTiguration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、下記の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリッウしてください。 


Mega RAID BIOS Configure ion Utility Configure ion Wizard 


Corf i gurati cn Wzard guides you through the steps for corfigLration the Mega RAID 
System easily and efticiently. The steps are as follows: 


1. May definitions 

2. Virtual Dskdefinitions 

3. Coniguration Preview 


Group physical drives into arrays. 

Deine vitual disks using those arrays. 
Preview conlgurstion before it is saved. 


Please choose appropriate coniguration 

AJUgw>yau la cla r <st.bl.ln9can^lgaalbn only. 


C ksr Canffgu allan 
N«wCan^|gdalbn 


■ «*.lMln9 canf|gu albn. % yaa >bvc any«AKl.lng<bUa 

ar|srdsn>isddrh««. (.hc^la wll bs loU. 


Add Canf igu albn 


Rau lav aid can^lgualbn and lh«n add^ la Ui« 

CCMlfl^UicUia 1 !-apc^bn 
nal r«.ul hany^is bvv 


Cancel い ♦ 一 Next 」 


Clear Configuration : コンフィグレーションをクリアします。 

New Configuration : コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既存 

VD が存在する場合はご注意ください。 


Add Configuration : 


既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追加します。 
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[New Configuration] または [Add Configuration] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す0 



Custom Configuration :手動コンフィグレーションを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作で決定します。） 

Auto Configuration : 自動コンフィグレーションを実施します。 

with Redundancy (冗長性のある RAD レベルにて VD が構成されます。） 


Auto Configuration : 自動コン フイ グレーシヨンを実施します。 

without Redundancy (冗長性の無い RAD レベルにて VD が構成されます。） 


"Custom ConfiguratiorT' 機能のみをサボートしています。 















複数台の PD(Physical Drive ) をひとまとめの DG(Disk Groups ) として定義します。 



① DG を構成する Physical Drive (ハードディスウドライプ)を <Ctr トキーを押しながら 
ウリツクすることで、複数台選択します。 



③画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をクリツウレます。 
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④ DG が確定されたら、画面右下の [Next] をクリックします。 



0 ： 0 ： 0 ： AO ： ONLINE ： XXXXX KC: 
1:0:1: AO: ONLINE ： XXXXX K6 ： 
2:0:2: AO: ONLINE: XXXXX KC ： 


0:0:0: AO: ONLINE ： XXXXX №1 
1:0:1: AO: ONLINE ： XXXXX №1 
2:0:2: AO: ONLINE ： XXXXX KB: 




⑤ DG の設定後、スパン定義画面が表示されます。 



⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN] をク 
リックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 


Span 



⑦スパン設定完了後、画面右下の [Next] をクリックします。 


WrO • RAIDO ， l ，5,6を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
Bfai てくださし、複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG 

に対して VD 設定してから、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RA 旧10,50を構築する場合は、同じ数量の八ードディスクドライブで 
構成された複数の DG をスノ（ン設定してください。 

• 異なる数量のハードディスクドライブで構成された複数の DG を一度に 
スパン設定することはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示されます。 
画面右側の中段の' 1 NextLD,Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD の RAID レペル 
および最大サイズが表示されています。 

各設定項目の設定方法、設定推奨値については VD Definition 設定項目 (272 ページ)を参照。 
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例として 、 RAID 5サイズ yyyyy MB の VD を構築します。 


① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② Select Size ” 欄へサイズ “ yyyyy ” を入力します。 

③ VD の設定が完了したら、画面中央下 [ Acc 印 t ] をクリックします。 

④ 続けて VD の構築を行う場合は、 [ Back ] をウリックしスパン定義画面から同様の手順で構 
築を行います。 

⑤ VD の構築が完了したら、 [ Next ] をクリックします。 



• あらかじめ "Select Size " 欄に入力されているサイズは、 RAID 1 や 
RAID 6 の場合の最大サイズです。 RAI □レベルを RAOO や RAID 5 に設 
定した場合の最大サイズは、 “Next LD , Possible RA 旧 Levels " を 
参照し手動で入力する必要があります。 

• 「RAID 5 」 「RAID 6 」 「RAID 50」をご使用の場合は、別途 N 8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 



⑥ DG 0 内に VD 0が構築され、以下の画面が表示されます。 



0:0:0: ONLINE ： XWXX №1 
1 ： 0 ： 1 ： AO ： ONLINE ： XXXXX hB ： 
2:0:2: AO: ONLINE ： XXXXX №1 


Cancel | Back | ^ Accept 











































一/'•ウェア編267 


⑦ 構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [Acc 印 t] をクリックします。 

⑧ "Save this Configuration?" というメッセージが表示されますので、コン フィ グレーシヨ 
ンを保存する場合は" Yes" をクリックします。 

⑨ "All data on the new Virtual Disks will be lost. Want to Initialize?" と新規 VD に対しファ 
ストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は 
"Yes" をクリックしてください。 

⑩ "Virtual Disks" 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[Home] をクリックしてください。 

⑪ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 
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Configure SPAN 

例として、4台のハードディスクドライブを使用して RAID 10( RAID 1 のストライピンク)を構築 
する手順を下記に説日月します。 


胃-〇 RA 旧00や RAID 60 の構成は未サポートですので、構築しないでくださし V 


① WebBIOS トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックして、 Wizard を起動します。 




ISI* 


_ I Disk Groip Definition: 


To add drive» to a Di»k Group, hold Control key while selecting 
Unconf Good drives and cl ick on Accept to Array. Then Accept DG. 
Drive addition can be indone by selecting the Rsciain button. 



Cancel Back Next 


② DG を構成する Physical Drive ( HDD ) を < Ct 「 l > キーを押しながらクリックして選択します。 
(例として二つの DG を構築しスパンします。） 



③選択完了後、画面右下の [ AddtoArray ] をクリックし、画面右側 Disk Groups 欄に DG が設 
定されたことが確認できたら [Accept DG ] をクリックして確定します。 


Disk &OUPS 






















































④画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様に2つ目の DG を構築し、 
画面右下の [ Next ] をクリックします。 



0:0:0: ONLINE ： KXXXX he 
1:0:1: ONLINE ： XXXXX h6 
2:0:2: ONLINE ： XXXXX hB 
3:0:3: ONLINE ： XXXXX KC 


0:0:0: ONLINE ： XXXXX he: 
1:0:1: ONLINE ： XXXXX hC: 
DG1 SizelXOOMB 
2:0:2: ONLINE ： XXXXX KB: 
3:0:3: ONLINE ： XXXXX hC ： 
DG2 



⑤作成された 2 つの DG を用いて RADI を設定します。 DG 確定後、以下のスパン定義画面が 
表示されます。 


IfexaRAID BIOS 




is ■ホ 




Span D if in it ion: To add array hole to a Span, select an array hole from the 

d^op-tJomCI ick on Add To Span.frrav hole will be added to the 
span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 


| DG ： 0,Hole ： 0, R0,R1, XXXXXhe 


^ Add to SPAN 


Cancel | ,ii Back 丄時 . Next 


⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 DG 0 を選択し [Add to SPAN ] をクリックして、 
画面右側 Span 欄に DG を設定します。 
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⑦続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をゥリックします。2つの DG が画面右側 Span 欄に設 
定されたら、画面右下の [ Next ] をクリツウします。 



⑧ VD 定義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の 
[ Accept ] をクリツクします。 


is ■な 
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⑨画面右側の欄に、 DGO と DG 1 がどちらも VD 0に定義されていること確認し、画面右下の 
[ Next ] をクリツクします。 



⑩ ” Preview ” 画面が表示されますので、構築した VD に誤りがなければ、画面右下の [ Accept ] 

をクリックします。 



⑪ “Save this Configuration ?” と確認のメッセージが表示されますので、” Yes ” をクリッ 
クします。 

⑫ “All data on the new Virtual Disks will be lost . Want to Initialize ?” と新規 VD に対しイ 
ニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。通常は” Yes ” を 
クリックしてください。。 

⑬ “ VirtualDisks ” 操作画面が表示されます。他の操作を行ラ必要が無い場合は、画面左下 
の [ Home ] をクリックしてください。 

⑭ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右下に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID 1 / RAID 5 / RAID 6 / 
RAID 00 / RAID 10 / RAID 50 / 

RAID60 

RAID 00 と RAD 60 は未サ 
ポート 

Strip Size 

8KB / 16KB/ 32KB / 64 KB / 128KB / 
256 KB/512 KB/ 1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru 

WBack : ライトバック 
WThru : ライト スルー 

WrtThru for BAD 巳 BU 

チェック あり/チェックなし 

Write Policy をライトパッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトパック 
チェックなし： 

常時ライトパック 

奨励設定値:チェックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

NoChange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後に Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 


興"〇 • BGI (Back Ground Initialize ) は以下の VD でのみ動作します。 
隱5 — HDD 5 台以上で構成される RA 旧5の VD 

— HDD 7 台以上で構成される RA 旧6の VD 


「RAID 5」 「 RA 旧6」 「 RA 旧50」をご使用の場合は、別途 N 8103- 
119 RAID アップグレードキットを増設してください。 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy) については、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせによ 
り、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru for BAD 巳巳し！ 



チェックあり 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトパック 

N8 103-1 20増設バッテリを搭載 
することで使用可能です。書き込 
み時にキャッシュメモリを使用し 
ますが、パッテリの異常時や充電 
が完了していない場合には、自動 
的にライトスルーに切り替わる 
モードです。データ保持の観点が 
らも安全性が高いため、本モード 
に設定することを奨励していま 
す。 

常時ライトパック 
常にライトパックで動作し、 

N8 103-1 20増設パッテリを搭載 
してしない場合も使用できます。 
書き込み時に常にキヤッシュメモ 
リを使用するため、書き込み性能 
が最も高いモードですが、パッテ 
リの異常時や充電が完了していな 
い場合でもキヤッシュメモリを使 
用するため、停電時にはキヤッ 
シュメモリ内のデータが消えてし 
まいます。本モードに設定する場 
合は、必ず無停電電源置 (UPS) を 
使用してください。 


WThru 

ライトスルー 

N8 103-1 20増設バッテリを使用 
しない場合はライトスルー設定を 
推奨します。書き込み時にキャッ 
シュメモリを使用しないモードで 
す。データ保持の観点から最も安 
全性が高いモードですが、書き込 
み性能はライトパック設定に比べ 
劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD 

BBU にチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面で 
Virtual Disks をウリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 Change ポタンをクリッウしてく 
ださい。 
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WebBIOS を起動します。 

WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Disks] をクリックします。 

Virtual Disks 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 



各種機能操作方法 

整合性チェック (Check Consistency) 機首 g 


© VirtualDisks 画面左に、整合性チェックの進埗が表示されます。 

⑦ VirtualDisks 画面左下の [Home] をクリッウして、トップ画面に戻ってください c 


Mega RAID BIOS Configure ion 


^ |麯 I oM 



I~ VDO | CWfc 


①② G Q ⑤ 
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マニュアルリビルド機能 

ハー ドディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、ハードディ 
スクドライプが1台故障したケースを例に説明します。故障したハードディスクドライブは装 
置の電源をオフにしてから新しいハードディスクドライプと交換します。活栓交換を行ってい 
ないため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下記にて説明する マニュアル リビル 
ド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、交換したハードディスウドライプの 
ステータスが" UNCONF GOOD ” であることを確認します。 

下記例では、ス□ット番号2のハードディスクドライブを交換しています。 

PD Missing from DGx:Slot 2 :xxxxxx MB の表示は、スロット番号2に取り付けられてい 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Physical Dnnes 


1 


PI ；； 0:0:0: DGO: ONLINE: 34176 MB J 


f—« VI || 1. yj. 1.V-/1 'l J_<X1 J__.. ^!-r 1 / yj LVIU 

Lljr ； 2:0: 2: UNCONF GOOD: 34176 MB 


PD Missing from DGO: Slot2: 34176 MB 


Virmol Drives 


VDG: RAIDS: 68352 HE: Decfraded 


② "Physical Drives " 欄より、新しく接続したハードディスクドライブ (2:0:2) をクリックしま 
す。 

③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の" Make Global HSP " または、 "Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Physical 
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⑤ "Rebuild Progress " が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS 
トップ画面に戻ってください。 



整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のパックグランドタ 
■to スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださし V 進涉画面を 
表示したままですと、バックグランド処理が遅くなる場合があります。 


ホットスペアの設定 

ハードディスクドライプ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライプを追加し、そのハードディスクドライブをホットスペアに設定するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追力□したハードディスクドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 
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② "Physical Drives ” 欄より、新しく接続したハードディスクドライプ (3:0:3) をクリックします。 

③ Physical Drive のプロパティ画面が表示されます。 

④ 画面右下の' 1 Make Global HSP " または" Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 

Dedicated HSP : 特定の DG に対し使用可能なホットスペアのことです。設定する際 

には、使用する先の DG を指定する必要があります。 




Enclosure Affinity の設定は、ホットスペアを特定のエンクロージャ（ディスク筐 
体)に定義付ける設定ですが、本装置ではサボートしていません。チヱックしな 
いでください。 


⑤新しく接続したハードディスクドライプのステータスが’ 1 HOTSPARE " になります。 
⑧画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS トツプ画面に戻つてください。 




^ Go | 

411 Back 
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リコンストラクション機能 

ハードディスクドライプ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスウドライプを追加し、ハードディスウドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説 B 月します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右横において、追力0したハードディスクドライプの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 



② "Virtual Drives ” 欄より、あらかじめ構築されている VD 0をクリックします。 

③ VD 0の設定画面が表示されます。 
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画面右側に、リコンストラクシヨン機能に必要な項目が表示されています。 


厂 Rsmara phyvlcalor^c 


(D- 

⑦. 


⑧ 


厂 


ank 


令 1 1 RAIDS ▼ | 


ば bn withaddlikin 


¢3 


VD が定義されている DG を 
構築するハードディスクド 
ライプ情報 


Migration Only: 

RAID レペルの変更のみ 

Migration with addition: 
ハードディスクドライプの 
追加および RAID レペルの 
変更 


"Migration with addition " を選択します。 

リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 

追加するハードディスクドライブを選択します。 

⑤〜⑦の操作が完了しましたら、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

画面左下に進渉が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 


リコンストラクシヨン実行後に、パーチャルディスクの容量が正常に表 
示されない場合があります。その場合はトップ画面から Scan Devices 
を実施してください。 

整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進渉画面を表示したままですと、バックグランド処理が遅くなる場 
合があります。 


④ 


⑦⑥⑦⑧ ® 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および、管理、 
監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


用語 

Web 巳10 S と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分があります。 WebBIOS と Universal 
RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RA 旧ビューア 

「aidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□—ラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライプ 

Virtual Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デパイス 

Physical Device 


番号と ID 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

WebBIOS は、 Adapter を0から始まる番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの [Adapter Selection ] で表示する [Adpater No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コントローラの番号を参照するには、 RAD ビューアでは、 RAID コントロー 
ラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、 RAID コント□ーラのプロパティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コント□—ラのプロパティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は、 VirtualDisk を0から始まる番号で管理します 。 Virtual Disk の番号を参照するに 
は 、 Virtual Drives の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパティ 
の[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、論理ドライプのプロパティの [RAID Controller #X Logical 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライ 
ブ番号も論理ドライブのプロパティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0から始まる番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Physical Drives や Virtual Drives の [DG X ]を参照します 0 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプ□パティの [RAID 
Controller #X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をコネクタ番号 ： エンクロージャ番号 ：ス□ッ ト番号の3 つ 番号 
で管理します。これらの番号は 、 Physical Drives 欄の [ x : x : x ] で参照できます。ただし、コネク 
夕番号については本装置では未サボートのため「（）」と表示されます。エンクロージャ番号は 
1から始まる番号です。ス□ット番号は0から始まる番号です。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1から始まる番号と ID 、 エンクロージャ番号、ス□ッ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の 
小さいものから順番に1から始まる番号の値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS の Physical 
Drives Properties に表示される Connected Port と同じ値です。エンクロージャ番号とス□ッ 
卜番号は、1から始まる番号です 。 Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには 、 RAD 
ビューアでは、物理デバイスのプ□パティの[番号]と [ ID ]、 [エンクロージャ]、 [ スロット] 
を、 raidcmd コマンドでは、物理デバイスのプ□パティの [RAIDController #X Physical Drvice 
# Y ] と [ ID ]、[ Enclosure ]、[ Slot ] を参照します。 



• WebBIOS の Physical Drive 欄に表示するス□ット番号は0から始まる 
番号ですが 、 Universal RAID Utility のス□ット番号は1から始まる番 
号ですので注意してください。 

• 装置前面の 2.5 インチディスクベイは、0からス□ット番号が表記され 
ています。 
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優先度の設定 

WebBIOS では、 RAID コント□—ラのリビルド優先度、パトロールリード優先度、整合性チエッ 
ク優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設定します。 

それぞれの項目ごとの数値とレペルの対応については、以下の表を参照してください。 
たとえば、 WebBIOS で、 RAID コント□ー ラの [Rebuild Rate ] を" 50" に設定したとき、 
Universal RAID Utility は、その RAID コント□—ラの[リビルド優先度]を"中"という値で表示 
します （ RAID コントローラの[リビルド優先度]は、 "50" で動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント □— ラの[リビルド優先度]を " High " に設定したとき、 
[リビルド優先度]は、 "90" で動作します。 WebBIOS でその RAID コントローラの [Rebuild 
Rate ] を参照すると、” 90" と表示します。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レペル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

ハトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 (High) 

31-79 

中 (Middle) 

0-30 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレペル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

パトロールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 (High) 

90 

中 (Middle) 

50 

低 (Low) 

10 



參 WebBIOS では 、 BGIRate (バックグラウンドイニシャライズの優先度） 

も設定できますが 、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニ 
シャライズの優先度は設定できません。 

參 Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、本体装置内 
蔵の RAID コントローラ （ N 8103-116 相当）は、初期化優先度を設定でき 
ません。そのため、 RAID ビュ ーアのプロパティの[オプション] タブに [ 
初期化優先度】の項目を表示しません。また 、 raidcmd コマンドで 初期化 
優先度を設定すると失敗します。 





























